
はしがき

この目録は、当『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』１１号及び１２号に掲載した「ア

イヌ文献目録２００３」及び「同 ２００４」に引き続き、ひろくアイヌ文化に関わる諸分野の学習・研究

のための基礎的条件整備の一環として、アイヌ文化関係の文献に関する総合的な目録を編さんし公

刊する目的のもとに、作成し掲載するものである。

目録編纂に当たっての編者らの意図、アイヌ文化研究に関する文献目録の現状と課題、本文献目

録の当面の計画などについては、上記の前稿に述べている
（１）

ので、それらを参照されたい。

この目録も３年目を迎え、これまでに掲載した文献の件数も３，０００を越えた。今後は、遡及入力

目次

はしがき

凡例

謝辞

文献目録

２００５

２００４補遺

�１ このほか、当研究センターの広報紙『アイヌ民族文化研究センターだより』第２３号（２００５年９月）でも、「「ア

イヌ文献目録２００３」について」と題して、この目録編さん作業の概要を紹介したことがある。

なお、この目録に近い趣旨で毎年編さんされ公刊されている文献情報に「のるりすと 北方研究データベース」

（笹倉いる美編、『北海道道立北方民族博物館研究紀要』掲載）があるが、同紀要第１５号（２００６年３月）には「の

るりすとの１３年」と題して、その略史や利用のされ方の諸相、幾つかの逸話などが紹介されている。

また、近年の動向としては、北海道大学附属図書館がインターネット上で提供している「北方資料データベー

ス」について、「次期バージョン」として「北海道大学北方関係資料総合目録」の β 版が試験公開されている。

「総合目録」では、資料検索の対象が同館北方資料室所蔵の「北海道資料パンフレット」などにも広がったほか、

一部の資料については画像や本文もインターネット上で閲覧できるようになっている。このような検索機能の向

上といわゆるデジタルアーカイブ的なサービスの提供は今後急速に増えていくと思うが、この「アイヌ文献目録」

が基盤に据えている、悉皆的、体系的な実見調査によるデータ収集の意義は依然として揺るがないのであって、

むしろインターネットやコンピュータデータによる情報検索の基盤として、本文献目録のようなデータの集積が

いっそう重要になると筆者は考えている。

アイヌ文献目録 ２００５

アイヌ文献目録編集会

〈資料紹介〉
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を含めた累積版の作成をも視野に入れつつ、作業の継続と充実を期したいと思う。

［謝 辞］

本年度の目録の作成に当たって、下記の機関・個人から教示または協力を受けた。文献の閲覧で

は、これ以外にも多くの機関のお世話になっている。

参照させていただいた様々な目録・データベースを作成し、また継続し運営している機関とその

担当の方々にも、改めて謝意を述べたい。

北海道立図書館、札幌市中央図書館、北海道立アイヌ総合センター、アイヌ民族博物館、

帯広市図書館、釧路市立図書館、帯広百年記念館アイヌ民族文化情報センター、

北海道大学附属図書館、部落解放・人権図書館

石原誠、本田優子、大谷洋一

（小川正人）

［凡 例］

１（収録の範囲）

目録の本文には、２００５年の１年間に、図書・雑誌（新聞を除く）のかたちで発行された文献、またはそ

れらに収録された論文・記事であって、アイヌ民族に関わる内容の日本語・アイヌ語文献を収録した。ま

た「２００４補遺」には、２００４年の１年間に関する同様の文献であって、先の「アイヌ文献目録２００４」発行後

に新たに確認できたものを収録した。

日本語を主体とする雑誌・単行本の中に含まれている外国語文献についても、一部収録したものがあ

る。

包括的にとりあげることが文献検索上便宜的であると考えた場合は、アイヌを直接の主題とするもので

はない文献についても、やや広い範囲で収録している。例えば埋蔵文化財の発掘調査報告書については北

海道内のものは時代を問わず収録する、文献目録・書誌の類については北海道・北方を主題とするものを

広く収録する等である。逆に、例えば本文中に登場する地名や単語若干についてアイヌ語訳などを示して

いる程度の場合は割愛したものが多い。

２（配列）

おおよそ発行月日順に配列し、通覧の便宜を考え月ごとに区切りを設けた。

発行日は奥付の記載に準拠している。日付の記載がないもの、日付を確認できなかったものは、日のみ

が不明な場合は当該月の末尾に、月日とも不明の場合はその年の最後（１２月の後）に記載した。

北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要 第１３号（２００７年３月）
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３（記載事項と書式）

アイヌを主題とした単行本・雑誌については、編著者名、表題、巻号（雑誌のみ）、発行者、判型、ペ

ージ数の各項目を掲載した。編著者名と表題は太字で示した。

単行本・雑誌中の論文・記事については、最初に所収書の編著者名、表題、巻号等を掲載し、その下の

行に、論文・記事の編著者名、表題、掲載ページを記載している。論文・記事の編著者名と表題は太字で

示した。

編著者名、表題などの記載は奥付または表紙・背等の記載に従った。ただし副題は原則として「：」で

区切って表わし、漢字の旧字体は原則として常用のものに改める等の手を加えた部分がある。

記事・論文の表題に関わる情報のうち、コーナータイトルに相当すると思われるものは［ ］で括って

示した。

初出に関する情報、単行本・雑誌の構成に関する情報などは本データの下に文字を小さくして挿入し

た。

〔 〕内は編者による注記・補足である。

アイヌ文献目録 ２００５
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文献目録

２００５年１月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００５年１月】

グラフ旭川 ３１３ グラフ旭川 B４ ８４

岡雅彦 アイヌの文化１４ カムイ・ユーカラを訪ねて ７３

マリリンコ姫の物語（２）

情況 第３期 ６ １ ４８ 情況出版 A５

木名瀬高嗣 〈アイヌ・文化研究〉あるいは〈「サバルタン」性〉の人類学のためのメ
モランダム

２１８～２３７

北海道のつり ３５ １ ４１０ 水交社 B５変型 １５４

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．１７ ゴキブリはいなかった １１３～１１５

北海道れきけん ５７ 北海道歴史研究会 B５ ３０

清水清次郎 本州の「舞台」地名は和語かアイヌ語か（一） １０～１５

岡村正吉 えぞ歴史放談（一） １６～１７

水無月怜 先住民族に見る詩歌の世界（一） １８～２０

北方ジャーナル ３４ １ ４２３ 北方ジャーナル A４ １１８

ウタリ協会の病根をえぐる １４～１７

日本歴史学会（編） 日本歴史 ６８０ 吉川弘文館 A５ ２１２

浪川健治 ［私の選ぶ図録・展示］〔アンケート回答。回答中に青森県立郷土館『蝦
夷錦と北方交易』あり〕

８１～８２

回答者７０人のうちの一人。

歴史教育者協議会（編） 歴史地理教育 ６７９ 歴史教育者協議会 A５ １０２

千葉誠治 小学校の授業 ４年 アイヌの人たちの生活 ４８～５１

浪川健治 近世北奥社会と民衆 吉川弘文館 A５ ３１０

関係目次：序章二 クナシリ・メナシの蜂起と北奥諸藩／第１章四 津軽アイヌの同化をめぐって

ノースアングラーズ ８ １ ３４ つり人社 A４ １３０

平佐修 北海道面白川名散歩 第３４歩 滑る ９９

平山裕人 ワークブック アイヌ・北方領土学習
にチャレンジ

明石書店 B５ ２２８

主要目次：第１章 カムイ・ユカラにチャレンジ／第２章 アイヌ語地名にチャレンジ／第３章 アイヌ史にチャレンジ／第４
章 「北方領土」にチャレンジ

日本歴史地名大系 歴史地名通信 ５０ 平凡社 A５ ４０

『日本歴史地名大系』附録。

児島恭子 アイヌ語地名の政治学 １１～１６

北海道立北方民族博物館
（編）

北方民族博物館だより ５６ 北海道立北方民族博物館 A４ １０

笹倉いる美 ワークショップ ポン・サラニプ作り ２

オホーツク文庫 レラ １ オホーツク文化資料館 B５ ２０

アイヌ語地名辞典作成手控 ： 追加項目（伊藤せいち）

アイヌ語地名研究会（編） アイヌ語地名研究 ７ アイヌ語地名研究会 B５ ２０２

扇谷昌康 豊頃町の旅来と遠別町の歌越の語源 ： 北海道のタプコプ地名を追って １～２４

井口利夫 山田秀三からの宿題 ： 室蘭のアイヌ語地名３題

池田実 有珠沿岸の地名 ２５～４８

平隆一 空知における uray 地名 ４９～７２

三好勲 樹木名の付くアイヌ語地名「キキン」 ： 木禽原野、津別町恩根・本岐 ７３～９０

伊藤せいち 利尻町のアイヌ語地名 ９１～１１４

清水清次郎 本州の「舞台」地名の語源はアイヌ語プト ： 関東地方の舞台地名とそ
の立体地形

１１５～１３４

１３５～１５８

高木崇世芝 『蝦夷巡覧記』に見える地名 １５９～１７０

渡辺隆 蝦夷地名解のルーツを辿る その２ １７１～１９４

伊藤せいち ［談話室］実在形と推定形 １９９

綾部恒雄（監修）、末成道
男、曽士才（編）

講座 世界の先住民族 ： ファース
ト・ピープルズの現在 ０１ 東アジア

明石書店 A５ ４０６

長谷川由希 アイヌ 日本の先住民族アイヌ ８７～１０５
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２００５年１月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

山口昌男山脈 ５ 川村オフィス A５ １７００

山口昌男、チカップ美
恵子、辻井達一

［鼎談］森と文化 ５９～８４

第９回「森と市民を結ぶ集い 北海道２００３」報告書より転載。

石塚千恵子 そこにギャラリーがあった ： 札幌大学「展示スペース学習室」報告

砂澤ビッキに言及あり。 ８８～９６

坂西友秀 近代日本における人種・民族ステレオ
タイプと偏見の形成過程

多賀出版 A５ ３５０

第４章 「人種」・「民族」の心理学研究（「日本の植民地・アイヌに関する研究」などの項目あり）。
第４章初出は２００３年発行の科研費研究成果報告書。

本橋哲也 ポストコロニアリズム 岩波書店 新書

岩波新書新赤版９２８

本橋哲也 〈歴史〉 ： 新たなる歴史の主体としてのアイヌ １９１～１９６

沙流川歴史館 沙流川歴史館だより １６ 沙流川歴史館 A４ ８

〔表紙写真解説：沙流川流域史調査団による撮影写真を紹介〕 １

「沙流川周辺の生きものたち」と「アイヌの生活」２ ２

平取町の遺跡＆遺物 No．１３ イルエカシ遺跡 ５

アイヌ語地名研究会会報 ２２ アイヌ語地名研究会 B５ ８

全道の市町村長へ合併時の新市町村名に配慮するよう３団体連名で要望す
る

１～２

渡辺隆 知床の地名 ２～３

永田方正君小伝 ４

初出は『人類学雑誌』第２７巻第７号（１９１１年１０月）。

資料紹介〔北海道方言研究会会報、札幌市中央図書館地図資料〕 ５～７

広報しずない ６８６ 静内町 A４ ２４

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： しべちゃり ２４

日外アソシエーツ編集部
（編）

個人文庫事典 � 北海道・東北・関
東編

日外アソシエーツ（発売：
紀伊國屋書店）

A５ ５１６

久保寺逸彦文庫 １６～１７

北海道立アイヌ民族文化研究センター所蔵

山田秀三文庫 １７～１９

北海道立アイヌ民族文化研究センター所蔵

服部文庫 ２５～２６

北海道立北方民族博物館所蔵。服部健旧蔵資料。

阿部正己文庫 ５４

鶴岡市立図書館所蔵

祭魚洞文庫 １２７

流通経済大学図書館所蔵。渋沢敬三関係資料。

清野文庫 ２９６

東京大学東洋文化研究所図書室所蔵、清野謙次旧蔵図書。

三澤敏博 日本もののけ事件簿 白地社 A５ １５３

三澤敏博 コロポックル

げんき ５３３ 白老町企画課広聴広報係 A４ ２４

中村齋 アイヌ千一夜物語 ２９ いれずみ １２

しらかば ２１０ 市立小樽図書館 A４ ８

福岡イト子（文）、海
藤久仁子（絵）

アイヌの口承文芸１１ あれっ、怠け者の息子がお日さまの中に!! １～３

「我が子を月に召される母親の物語」（『アイヌ無形民俗文化財 l 記録刊行シリーズ１ アイヌ民話』北海道教育委
員会、１９８８年、杉村キナラブック語り）の口語訳。

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

平成１６年度アイヌ語ラジオ講座テキス
ト Vol．４

アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ ５１

講師太田満

至文堂（編） 国文学 解釈と鑑賞 ７０ １ 至文堂 A５

特集：日本語に入ったことば、日本語から出たことば

中川裕 アイヌ語にくわわった日本語 ９６～１０４

日本民主主義文学会（編） 民主文学 ４７１ 日本民主主義文学会 A５

福山瑛子 武四郎とアイヌ １３３～１４３

アイヌ文献目録 ２００５
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２００５年２月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００５年２月】

文化情報 ２７４ 北海道文化財保護協会 B４ ４

新川寛 道南十二館 ３

グラフ旭川 ３１４ グラフ旭川 B４ ６６

岡雅彦 アイヌの文化１５ カムイ・ユーカラを訪ねて ５５

マリリンコ姫の物語（３）

メディアあさひかわ １４２ メディアあさひかわ B５ １６１

［アラカルト］石狩川流域のアイヌ語地名の由来説いた研究書を自費出版 １２５

由良勇『上川郡内 石狩川本支流アイヌ語地名解』の紹介。

［談話室］アイヌ語地名 １６１

季刊東北学 ２ 東北芸術工科大学東北文化
研究センター

A５ ２２９

山田悟郎 北の雑穀農耕 １０６～１２１

特集「〈稲作以前〉再考」の一部。

新墾 ７５ ２ ８３７ 新墾社 A５ ５４

佐藤和良 観蛍短歌の北方性 ： 特にアイヌの歌について ２８～２９

北海道のつり ３５ ２ ４１１ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．１８ ほいど渓師の本領発揮！アメマ
ス釣ってトクをシン

１１３～１１５

北方ジャーナル ３４ ２ ４２４ 北方ジャーナル A４ １１４

ウタリ協会の病根をえぐる 旅行会社が吉田とウタリ協会を提訴／「抗戦」
決めた加藤理事長の“悪”と“罪”

１２～１６

北海道開拓記念館 北海道開拓記念館第１４２回テーマ展
北海道神宮史料にみる北海道のあゆみ

北海道開拓記念館 A７ ２９

豆本４２

出利葉浩司 白野夏雲とアイヌ民族資料 １０～２１

茂呂欄 室蘭地方史研究 ３９ 室蘭地方史研究会 A５

小田島洋 御雇医師 野村周甫（一） ２６～４５

道方しのぶ 日本人のルーツ 探索マップ 平凡社 新書 ２２３

道方しのぶ アイヌへの道 ９８～１０１

先住民族の１０年 News １１１ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

上村英明 「第２次国際先住民族の１０年」のはじまりにあたって ２

平野恵嗣 第１０会期先住民族権利宣言作業部会報告 ３～５

黒田秀之 差別図書をめぐる「アイヌ人格権裁判」が問いかけるもの（中） ６～７

長谷川由希 ILO フェローシップ・プログラムに参加して（３） ８～９

相川公司（作）、鈴木隆一
（絵）

〔創作〕カムイコタン祭りに 新風舎 A５ １２４

中村和之（編責） 蝦夷錦・青玉の化学分析 A４ ９９

加速器質量分析法による蝦夷錦の１４C年代測定（２～５）／北海道出土ガラス玉の EPMA分析（６～１３）
財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構平成１６年度研究助成報告書。

建築雑誌〔日本建築学会技術報告集〕 １２０
（１５２８）

日本建築学会

高屋麻理子、鈴木晶子 北海道におけるアイヌ文化期の住居形式の変容 ： 竪穴住居から平地住
居への変容過程

７６

知里森舎通信 １３ 知里森舎 B５ １３

別冊太陽 日本のこころ１３３ 日本の
博覧会 寺下勍コレクション

平凡社 A４変型 ２３７

第５回内国勧業博覧会のページに「人類館」関係資料掲載あり。索引で「アイヌ」５箇所あり。その他「日本の博覧会年表」
などあり。

鳴門再発見 「鳴門再発見」実行委員会 A５

西田素康 鳥居龍蔵を知っていますか ２９０

寮美千子（文）、小林敏也
（画）

イオマンテ パロル舎 B５ ６５

十勝場所と環境ラボラトリー・企画
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２００５年２月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

北海学園大学工学部（編） 北海学園大学工学部研究報告 ３２ 北海学園大学工学部 B５ ２２０

越前谷博、荒木健治、
桃内佳雄

アイヌ語-日本語対訳コーパスを対象とした局所着目型学習による対訳語
の自動抽出

４１～６３

桃内佳雄 アイヌ語と日本語の連体節修飾名詞句の基本的な構成と対訳パターン １８１～２０２

国立民族学博物館（編） 国立民族学博物館研究報告 ２９ ３ 国立民族学博物館 B５ １４２

関口由彦 「滅び行く人種」言説に抗する「同化」 ： １９２０～３０年代のアイヌ言論
人の抵抗

４６７～４９４

ページ番号は２９巻１号からの通番。

カムイ イピリカ レ 神が美しく作
らせた 計良智子アイヌ手工芸作品集

ヤイユーカラの森 B５変型 ４７

巻末に三上マリ子「アイヌ文様に学び伝えることは…」収録（北海道ウタリ協会札幌支部機動訓練織布科訓練生の作品展
「しおり」（１９８１年）掲載文の再掲）財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構出版助成。

広報しずない ６８７ 静内町 A４ ２０

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： ほいなしり ２０

北海道教育大学紀要 教育科学編 ５５ ２ 北海道教育大学 A４

吉田正生 中学校社会科歴史教科書に現れたアイヌ民族関係記述について（その２）
中近世史記述に限定して

１５５～１６９

立命館言語文化研究 １６ ３ ７９ 立命館大学国際言語文化研
究所

B５ ２５５

特集：春季企画 連続シンポジウム「先住民という言葉に内実を与えるために」

企画にあたって ２

池谷和信 狩猟採集民の伝統と近代 ５～１２

岩崎・グッドマン・ま
さみ

アイヌの生態環境知識の再構築 １３～１７

小長谷有紀 モンゴル遊牧民における伝統のグローバリゼーション １９～２６

質疑応答部分に関係部分あり

大村敬一、遠藤彰、春
山貴子、スチュアート
ヘンリ（談）

コメント〔シンポジウム�〕 ２７～４２

コメントのほか討論、質疑応答あり。

崎山正毅 先住民の権利と法 ： 近代の力を逆手にとる ４３～４７

太田昌国 先住民族問題は何を語るか ４９～５５

手島武雅 先住民族の権利と自決権否定の論法 ５７～７５

西成彦 国語学とアイヌ語学の分岐点 ： 金田一京助と知里幸恵 ８７～８９

丸山隆司 忘れられた書物 ： 知里幸恵編著『アイヌ神謡集』 ９１～９９

安田敏朗 「帝国大学言語学」の射程 ： 上田万年から金田一京助へ １０１～１１１

佐藤＝ロスベアグ・ナ
ナ

知里真志保の日本語訳におけるオノマトペに関する試論 １１３～１２５

質疑応答〔シンポジウム�〕 １２７～１４２

討論〔シンポジウム�〕 １４３～１４４

中川成美 同時代人としての知里幸恵と宮沢賢治 １４３～１４４

池澤夏樹 宇宙の中心に立つ知里幸恵と宮沢賢治の姿勢 １４５～１５５

秋枝美保 『アイヌ神謡集』と賢治の童話 ： 鬼神・魔神・修羅の鎮魂 １５７～１６８

坪井秀人 国境と詩のことば ： 宮沢賢治と知里幸恵 １６９～１８４

貝澤美和子 イテセ（ゴザ編み） ： シキナ活用
の調査研究

貝澤美和子 A４ ３２

イテセ（ござ編み）についての調査研究／ニカプンペの作り方／オニカプンペチタラペの文様／北海道開拓記念館ニカプンペ
財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構研究助成成果報告。

帯広叢書編集委員会（編） 虻田第二尋常小学校同窓会資料 １ 帯広叢書編集委員会 B５ ２７２

口絵写真／１ 文書綴１−３（虻田第二尋常小学校同窓会）／２ 出現語彙一覧／あとがき／３ 原資料／参考資料〔虻田第二尋常
小学校同窓会『記念雑誌』１９０９年１０月第３回記念会〕

井筒勝信（編著） 平成１６年度 アイヌ語ラジオ講座 テ
キスト単語表

A５ ５０

平成１６年度アイヌ語ラジオ講座所収の単語表に加筆・集成を加えた「愛和編」と、それを再編集した「和愛編」からなる。
財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構助成出版。
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小川早苗（監修）、木村剛
（編集代表）

アイヌ民族もんよう ： きり絵のせ
かいへ

エテケ・カンパの会 A４ ７２

アイヌ民族の歴史と文化に学ぶシリーズ１。財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構助成出版。

村上正直 人種差別撤廃条約と日本 日本評論社 A５ ３１３

アイヌ民族の先住民族性
第２部第５章２「条約の適用対象（第１条）（２）。

竹内渉（編） 結城庄太郎研究報告書 結城庄司研究会 A４ ６１

写真／はじめに／�結城庄太郎について／�庄太郎研究に同行して（結城幸司）／�資料
財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構研究助成事業報告書

中野巴絵 異文化伝承から学ぶアイヌ文化伝承の
方法

中野巴絵 A４ ２１

事業の目的／事業の内容／ハワイの状況（事前研究）／実地調査／結論／資料／引用・参考文献
奥付の書名は『異文化研究から学ぶアイヌ文化伝承の方法』。財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構奨励研究報告書。

苫小牧駒澤大学環太平洋・
アイヌ文化研究所

前近代アイヌ民族における交通路の研
究（胆振・日高 �）

苫小牧駒澤大学環太平洋・
アイヌ文化研究所

A４ ９６

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構研究助成事業報告書

伊藤勝久 アイヌ民族の空間認識研究のための一視点 ： 先住民地図研究の位置付
けを通して

１～９

石純姫 アイヌ集落への朝鮮人の定住化の形成過程について １１～３０

簑島栄紀 松浦武四郎の旅程からみた胆振東部・日高西部の古交通路 ３１～３８

若林和夫 アイヌ民族の「移動」に関する研究史的考察 ３９～４７

聞き取り調査の記録 ４９～９６

能登千織 アイヌ文化伝承の未来を考える ：
ハワイ先住民族文化を訪ねて

能登千織 A４ ２９

事業目的／事業内容／報告書（はじめに「私にとってアイヌ語とは何か」／ハワイ語の現状の把握と認識／ネイティブ・ハワ
イアン先住民とハワイ語／ハワイ語イマージョン学校の視察／ハワイ大学ヒロ校「ハワイ語研究所」視察／展望とまとめ
アイヌ語の喪失から回復への希望を抱いて）／参考文献／用語解説
奥付の書名は『言語と文化と教育の関わり ： 教育の場でハワイ語イマージョン学校が問うもの』。財団法人アイヌ文
化振興・研究推進機構奨励研究報告書。

北海道大学大学院文学研究
科（編）

北海道大学大学院文学研究科紀要 １１５ 北海道大学大学院文学研究
科

A５

宮武公夫 黄色い仮面のオイディプス アイヌと日英博覧会 ２１～５７

佐藤知己 六種対照『アイヌ神謡集』（１） 校本作成のための資料と本文をめぐる諸
問題

１０３～１２７

げんき ５３４ 白老町企画課広聴広報係 A４ １８

『アイヌ千一夜物語』を執筆 中村齋さん ： イオル構想の実現はまち
の活性化にもつながる

６

中村齋 アイヌ千一夜物語 ３０ 「ポロトをアイヌ民族の拠点に」 ７

しらかば ２１１ 市立小樽図書館 A４ ８

福岡イト子（文）、海
藤久仁子（絵）

アイヌの口承文芸１２ カムイユカラ 神謡を読む １～２

月刊 人権問題 ３３８ 兵庫人権問題研究所

加藤西郷 アイヌ民族復権の探求 １８～２１

広報びらとり ５４２ 平取町役場 A４ １０

二風谷アイヌ文化博物館だより １４

第８回アイヌ語弁論大会報告書 イタ
カン ロー アイヌ語で話しましょ
う！

アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ １１３

刊行にあたって／大会日程表／出場者一覧／審査結果／審査委員名簿／発表内容／特別口演
発行年月日記載なし。「刊行にあたって」の記載による。

年報いわみざわ ２６ 北海道教育大学岩見沢校

百瀬響、谷中章浩 熊害報道における対アイヌ観 ： 開拓使期の函館新聞を例に ４５～５６

母の友 ６２１ 福音館書店

さとうち藍 アイヌの昔話 ： 古布絵による絵物語 シマフクロウとサケ ６７～７９

FFI ジャーナル編集委員会 FFI ジャーナル〔食品・食品添加物研
究誌〕

２１０ ２ 日本食品化学研究振興財団

佐藤知己 アイヌ民族の言語・文化と伝統料理 １７７～１８４
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四宅智子（文）、鈴木隆一
（絵）

かわうその ものがたり アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ ２８

平成１６年度財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構「アイヌの伝統・文化を題材にした絵本」最優秀賞作品

八幡耕一 アイヌ関連ラジオ放送の認知度および
意識変化に係る実態研究 ： メディ
ア社会学的観点からの考察を踏まえ

八幡耕一 A４ ８０

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構奨励研究報告書
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２００５年３月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００５年３月】

グラフ旭川 ３１５ グラフ旭川 B４ ７０

岡雅彦 アイヌの文化１６ カムイ・ユーカラを訪ねて ５５

怪鳥フリューが語った話（１）

土井美千代 ［今月の推薦本］カムイコタン祭りに（相川公司・著、鈴木隆一・絵、新
風社）

６５

広報おびひろ ９７０ 帯広市企画部広報課 A４ １６

内田祐一（写真・文） アイヌの人々の生活１０６ 食事の道具 １６

北の青嵐 １４６ 北の青嵐 B５ ２２

松本尚志 アイヌ民族と北海道「開拓」 １０～１６

伊藤せいち 日本語とかかわりの深いアイヌ語地名語彙 １７～２０

北海道のつり ３５ ３ ４１２ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．１９ ゴメが鳴くから鰊が来るとォ～ １１７～１１９

盛岡市先人記念館（編） 盛岡市先人記念館だより ３４ 盛岡市先人記念館 B５ ８

及川三治 叱られて １

金田一京助の回想を紹介。

北海道開拓記念館（編） 北海道開拓記念館だより ３４ ４ １８６ 北海道開拓記念館 A４ ８

出利葉浩司 北海道神宮とアイヌ資料の謎 第１４２回テーマ展「北海道神宮史料にみる
北海道のあゆみ」展によせて

２

手塚薫 第６０回特別展 ２０世紀はじめのアイヌ文化 ３

八幡美子 体験学習室行事 アイヌ民族のくらし ４

出利葉浩司 学芸員の研究ノートから８ 博物館のコレクションは何を物語るのだろう
か

７

文化情報 ２７５ 北海道文化財保護協会 B４ ４

地蔵慶護 「タッ・ニ」 ２

チカップ美恵子（編著） 森と大地の言い伝え 北海道新聞社 B６ ３３８

はじめに（伯父・山本多助の思い出）／第１部 森に宿る言霊（山本多助）／第２部 故郷の記憶（伊賀ふで）／あとがきに
かえて（チカップ美恵子）

ウィルタ協会（編） ウィルタ協会会報 アルドゥ ２６ ウィルタ協会 B５ １５

ウィルタ協会二〇〇四年総会を開催しました／資料紹介 葛西猛千代著「ギリヤーク人 オロチョン人見聞記」（青柳文
吉）

川村正一（編） アイヌ語の動植物探集 文泉堂 A５ ２６８

松浦武四郎の著作や近年のアイヌ語辞典等の様々な文献の動植物名のアイヌ語を抜き出して作成。目次：凡例／動物編／植
物編／アイヌ語索引／和名の異名索引

ノースアングラーズ ８ ３ ３５ つり人社 A４ １３０

平佐修 北海道面白川名散歩 第３５歩 信仰１ ９９

Open Forum 編集委員会 放送大学大学院教育研究成果報告
Open Forum

１ Open Forum編集委員会（放
送大学教務部修学支援課）

A４ ２０６

津田命子 アイヌ女性の創造した衣文化 ： 異文化接触に伴う材料・技術・環境の
変化が生み出した衣文化の研究

芽室町教育委員会（編） 芽室町大成２遺跡２ ： 芽室町埋蔵文
化財調査報告第５輯

芽室町教育委員会 A４ ２２

斎藤成也 DNA から見た日本人 筑摩書房 新書 ２２１

斎藤成也 日本列島に移り住んだ人々 ７７～１１４

斎藤成也 骨の形から見た日本列島人 １３５～１５１

斎藤成也 世界における日本語の位置 １５３～１７４

大林太良、伊藤浩司、吉田
敦彦、松村一男（編）

世界神話事典 角川書店 B６ ４９４

角川選書３７５。角川書店１９９４年１月発行を選書として刊行したもの。

吉田敦彦 アイヌの神話 １６１～１６２

津曲敏郎（編） 環北太平洋の言語 １２ 北海道大学院文学研究科 B５ ２０５

池上二良 アイヌ語の itanki とツングース語の ita・gi １２５～１２８

北海道の文化編集委員会
（編）

北海道の文化 ７７ 北海道文化財保護協会 A５ １０３

高橋規 追悼 安東ウメ子さん １０～１１

斎藤傑 私と考古学・２００４年秋 １５～１８

上屋真一 恵庭市カリンバ３遺跡の墓と副葬品 １９～２７
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２００５年３月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

井上壽 アイヌと虫の生活誌（補遺） ２８～３５

地蔵慶護 水戸藩と蝦夷地 ３６～４５

三好勲 アイヌ語地名「キキン」をめぐって ： 木禽原野、津別町恩根・本岐 ６７～７３

先住民族の１０年 News １１２ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

黒田秀之 差別図書をめぐる「アイヌ人格権裁判」が問いかけるもの（下） ５～７

ケウトムピリカの会 チセ建設始まる 川村カ子トアイヌ記念館 ８

ソシオロジカ ２９ １・２ ４９ 創価大学社会学会 A５ １９７

佐々木交賢・松本和良両教授退任記念論集

松本和良教授略歴ならびに業績一覧 ４４～４９

大黒正伸 サンキュ、プロフェッサー・スマイル ５１～５２

月刊みんぱく ２９ ３ ３３０ 国立民族学博物館 B５ ２３

大塚和義 わたしにとっての民博とアイヌ文化研究 １２

退任のことば

鈴木昶 日本の伝承薬 ： 江戸売薬から家庭
薬まで

薬事日報社 B６ ４４５

『月刊・漢方療法』連載をもとにした単行本。

鈴木昶 熊胆 ： 薬種では国家老とも １４８～１５３

Arctic Circle（アークティック・
サークル）

５４ 北方文化振興会 B５ ２０

R ［北図鑑］ヤブマメ １９

厚真町教育委員会（編） 厚真町上幌内モイ遺跡 厚真町教育委員会 A４ ３０

釧路公立大学紀要 人文・自然科学研
究

１７ 釧路公立大学 B５ １５８

高嶋弘志 ［資料紹介］有珠善光寺文書「■誉上人代草日鑑」の復元 １～２９

グリーンレター １１４ 美幌農業館・博物館 B５ ６

伊豆田龍一 陸別の「カネラン」と美幌の菊地一族 １～２

けーし風 ４６ 新沖縄フォーラム刊行会議 A５ ９６

竹内渉 ［北の風南の風］雪深い北国からあれこれ ８６～８７

日本史研究 ５１１ 日本史研究会 A５ １３２

樋口知志 蝦夷と太平洋海上交通 １～２１

ジャン・ジャック・ナティ
エ（著）、添田里子（訳）

音楽・研究・人生 ： 音楽と言語を
めぐる仮想対話

春秋社 B６ ３００

ドビュッシー・イヌイト・アイヌ １１６～１４０

本多俊和、大村敬一、葛野
浩昭（編）

放送大学大学院教材 文化人類学研究
： 先住民の世界

放送大学教育振興会 A５ ３００

本多俊和（スチュアー
トヘンリ）

先住民とは何か １１～２８

本多俊和（スチュアー
トヘンリ）

先住民運動 ： 過去・現在・未来 ２５３～２７０

常本照樹 先住民族と憲法 ２７１～２９７

中川裕 アイヌ語の現在と未来 ： 危機言語の維持と復興 ２９９～３１８

Yay Yukar Park ４９ ヤイユーカラの森 B５ ２６

ヤイユーカラの森アイヌ刺繍作品展／西本願寺・連続差別落書き事件／ほか

２００４年度研究成果報告書 北海学園大学ハイテク・リ
サーチ・センター

A４ ２７９

桃内佳雄 アイヌ語日本語機械翻訳における場所表現の処理について １８０～１８１

初出は『情報処理北海道シンポジウム２００４論文集』（２００４年５月）

桃内佳雄 アイヌ語名詞句の日本語への漸進的直接翻訳について １８２～１８９

初出は『情報処理学会研究報告』２００４NL１６２（２００４年７月）

桃内佳雄 動詞修飾によるアイヌ語名詞句の構成と直接翻訳について １９０

初出は『電気・情報学関係学会北海道支部連合大会後援論文集』（（２００４年１０月）

桃内佳雄 アイヌ語と日本語の連体節修飾名詞句の基本的な構成と対訳パターン １９１～２１２

初出は『北海学園大学工学部研究報告』第３２号（２００５年２月）

越前谷博、荒木健治、
桃内佳雄

アイヌ語-日本語対訳コーパスを対象とした局所着目型学習による対訳語
の自動抽出

２３７～２５９

初出は『北海学園大学工学部研究報告』第３２号（２００５年２月）

アイヌ文献目録 ２００５
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大阪大学大学院文学研究科
日本学研究室（編）

大阪大学 日本学報 ２４ 大阪大学大学院文学研究科
日本学研究室

B５

石川浩士 「アイヌ語復興運動」を考える ： 『チ・サンケ・ソンコ』の復刊によ
せて

１２５～１３６

富良野市教育委員会（編） 富良野市文化財調査報告 第２１輯 鳥
沼遺跡�

厚真町教育委員会 A４ １４２

魚井一由（編著） 日本語・アイヌ語辞典 國學院短期大学コミュニテ
ィカレッジセンター

B５ １５９

久保寺逸彦『アイヌ語・日本語辞典稿』を基本に、同書及びジョン・バチラー『アイヌ・英・和辞典』から使用頻度の高
いと推定されるアイヌ語を抽出して作成したもの（「凡例」による）。５０音順に配列。

広報しずない ６８８ 静内町 A４ ２４

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： とおべつ ２４

松浦竹四郎研究会会誌 ４５ 松浦武四郎研究会事務局 B５ １６

松浦武四郎往返書簡（２９）（秋葉實）／幻の後方羊蹄社 安政五年留寿都の軍人山に創建（秋葉實）／松浦一雄氏 武四郎資
料約千点を三雲町へ寄贈／ほか

北海学園大学学芸員課程学事報告書 ７ 北海学園大学学芸員課程 B５ ２０２

小西恵 古平アイヌの歴史 ２０～２３

花輪陽平、藤村久和 名取武光著『噴火湾アイヌの捕鯨』のアイヌ語・地名・人名索引 １３０～２０２

北海学園大学学芸員課程学事報告書 ９ 北海学園大学学芸員課程 B５ ２４８

葛野辰次郎翁の伝承 ： アイヌ語集１（花輪陽平、藤村久和編）

タチヤーナ・ローン（著）、
永 山 ゆ か り、木 村 美 希
（訳）、津曲敏郎、加藤博
文（監訳）

サハリンのウイルタ ： １８～２０世紀
半ばの伝統的経済と物質文化に関する
歴史・民族学的研究

北海道大学大学院文学研究
科

A５ １８４

ニコライ・ヴィシネフスキ
ー（著）、小山内道子（訳）、
菊池俊彦（解説）

オタス ： サハリン北方少数民族の
近代史

北海道大学大学院文学研究
科

A５ １６６

岸上伸啓（責任編集） 世界の食文化２０ 極北 農山漁村文化協会 A５ ２５０

手塚薫、木原仁美 北海道の先住民族アイヌ ７９～１１９

アイヌの食と文化（手塚薫）／現代のアイヌの食文化（木原仁美）
口絵写真２ページ分もあり

社会文化史学会（編） 社会文化史学 ４７ 社会文化史学会 B５

新藤透 『新羅之記録』の中世アイヌ蜂起関係記事の検討 ５１～６４

早稲田大学人間科学学術院
（編）

人間科学研究 １８ 早稲田大学人間科学学術院

飯田桂 アイヌ民族の散文説話にみる他界間交流 １９

修士論文要旨

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

アイヌ民族文化研究センターだより ２２ 北海道立アイヌ民族文化研
究センター

A４ ８

小川正人 ［こんなときは］アイヌ関係の昔の法令を調べたい ４

甲地利恵 ［研究課題紹介］旭川に伝承されるアイヌの座り歌・踊り歌についての調
査研究

５

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

ピリカ会関係資料の調査研究 北海道
立アイヌ民族文化研究センター調査研
究報告書１

北海道立アイヌ民族文化研
究センター

B５ ９０

�はじめに／�主要資料紹介（ピリカ会発行絵葉書／ピリカ会収集民具資料／ピリカ会の活動と弁開凧次郎の足跡に関する
文献資料）／�資料・文献目録（村岡家・ピリカ会関係民具資料／ピリカ会・弁開凧次郎関係文献仮目録）／�解説（ピリ
カ会と弁開凧次郎（小川正人）／村岡家旧蔵民具資料の内容と特徴（古原敏弘）／落部八幡宮境内碑のアイヌ語について（佐
藤知己））／関係年表／関係地図

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

北海道立アイヌ民族文化研究センター
研究紀要

１１ 北海道立アイヌ民族文化研
究センター

B５ ２２２

佐藤知己 「申渡」のアイヌ語訳文に関する一考察 １～４６

澤井春美 アイヌ語十勝方言の人称接辞 ’a-，’an- の出現条件と例外的事例につい
て

４７～７２

本田優子 近世北海道におけるアットウシ着用の様相 ７３～１０８

大谷洋一 〔調査報告〕ネコに殺されそうになった友人を助けた男の話 １０９～１４２

平取町の上田トシによる物語の翻訳、訳注、解説。

アイヌ文献目録編集会 アイヌ文献目録 ２００３ １４３～１７６
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福田茂夫、高橋理、古
原敏弘

〔資料紹介〕豊浦町所蔵のアイヌ資料 １７７～１９０

１９１～２２２

切替英雄、萩中美枝 〔講演記録〕企画展「アイヌ語地名を歩く－山田秀三の地名研究から－」
記念講演会「アイヌ語地名研究をめぐって」

萩中美枝「山田秀三と知里真志保の地名調査」／切替英雄「山田秀三のアイヌ語地名研究」／質疑応答
２００４年１１月３日に開催された講演会の記録。

立命館平和研究 ６ 立命館大学国際平和ミュー
ジアム

A４ １４０

佐藤＝ロスベアグ・ナ
ナ

「知里真志保と詩人たち」を論じるために ８５～９７

小笠原の年譜を作る会
（編）

小笠原克 ： 年譜でたどる軌跡 小笠原克の年譜を作る会 B５ １３４

小説『アイヌの学校』関連記述あり（１２０～１２７ページ）

『物質文化研究』編集委員
会（編）

物質文化研究 ２ 城西国際大学物質文化研究
センター

B５ ５７

内山達也 アイヌの他界観 ： 他界観、その多様な構造と意味づけ １～２６

澤井春美、田村すゞ子（編） アイヌ語帯広方言の資料 ： 田村す
ゞ子採録広野ハルさんの基礎語彙調査
資料

札幌学院大学 A４ ４８６

科学研究費補助金（アイヌ語諸方言の調査・資料の保存・整理・公開版作成と資料アーカイブの構築準備）成果として刊
行。田村すゞ子氏による帯広市在住広野ハル氏からの基礎語彙調査（１９５６年度実施）の記録ノート（全６冊）の翻刻。編者
による注記を加えるとともに、巻末に約３，６００語の索引を掲載。
目次：はじめに／本報告書の概要／語り手紹介／凡例／データベース作成／参考文献／本文／図表／アイヌ語索引／『基礎語彙調
査表』との対応表

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

ロシア民族学博物館アイヌ資料展 ：
ロシアが見た島国の人びと

アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ １６３

２００５年４月から８月にかけて、北海道開拓記念館及び川崎市市民ミュージアムにて開催された、財団法人アイヌ文化振興・
研究推進機構による工芸品展の共通図録。

V．V．ゴルバチョヴァ ロシア民族学博物館の至宝 ： V．N．ヴァシーリエフのアイヌ民具収集 １３０～１３１

V．N．ヴァシーリエフ
（著）、荻原眞子（訳）

V．N．ヴァシーリエフ「エゾおよびサハリン島アイヌ紀行」 １３２～１４７

『北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第１０号（２００４年３月）より転載。

L．A．カラペトーヴァ 「ロシア民族学博物館(REM）について」 １４８～１４９

戸部千春（執筆・編集）、
戸部喜己男

私の道産子文化と尾張の民俗、父は秋
田衆

研究会いたやかえで B５ ６０

とどまつ ２７ ５０ 北海道開拓記念館・開拓の
村文化振興会

B５ ４６

堺比呂志 木村謙次と国後・択捉島（５） １４～２１

新川豊 勝山館を訪ねて ： 中世の日本海交流をみる ２２～２７

学習院大学史料館紀要 １３ 学習院大学史料館 A５ ２９５

小特集 非文字資料の保存と研究にむけて

岡田茂弘 図書館蔵の明治天皇巡幸等写真について １～８２

写真目録及び主要写真掲載あり。

環オホーツク １２ 北の文化シンポジウム実行
委員会

B５ ９０

鹿田川見 上川アイヌの文化 ： 長者クチンクレ ６１～６７

豊原煕司による講評（８３～８５ページ）などあり。

教科教育学研究 ２３ 日本教育大学協会第二常置
委員会

B５ ４８６

谷本晃久 意匠と普遍 ： 彫刻家・砂澤ビッキの目指した地平から何を学ぶか ６７～７９

釧路市立博物館館報 ３８８ 釧路市立博物館 B５ １２

豊原煕司 釧路川水系の遺跡１４ 中流域のチャシ その３ ３～８

大津・十勝川研究 ３ 大津・十勝川学会 A４ ６０

岩崎文夫、阿部富喜男 ［史料紹介］白浜忠吉『とくさの思ひ出』 ６０～ ５５
（縦組み）「旧土人アイヌと和人の関係」あり。

二松学舎大学東アジア学術総合研究所
集刊

３５ 二松学舎大学東アジア学術
総合研究所

B５

成田修一 「斧の柄」のアイヌ語 １０７～１２４

二風谷アイヌ語教室 広報紙 ７７ 平取町二風谷アイヌ語教室 B５ １０

萱野志朗 故川上勇治氏の足跡をたどる １～２

関根健司（談） 訪問インタビュー 第７５回 ４～６

アイヌ文献目録 ２００５
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萱野茂、萱野れい子
（談）、生田目江里子
（絵、文）

アイヌの民具紹介 No．５ シト（団子）を作って食べよう １０

北海道遺産情報誌 ６ 北海道遺産構想推進協議会 A４ ７１

アイヌ口承文芸 ： 人から人へ、途切れることなく語り伝え １０～１１

平取町と白老町の取り組み １０～１１

「アイヌ口承文芸」関係記事。

北海道立地質研究所報告 ７６ 北海道立地質研究所

高清水康博 北海道鵡川町における津波に関するアイヌの口碑伝説と祭儀 ９７～１００

旭川市博物館（編） 旭川市博物館研究報告 １１ 旭川市博物館 A４ ４５

魚井一由 知里幸恵編アイヌ神謡集の中の『蛙が自ら歌った謡』への一私考 １～８

旭川市博物館（編） 旭川市博物館所蔵品目録�� 民族資
料／植物採集関係

旭川市博物館 A４ ６８

砂澤ベラモンコロ氏による?葉資料１９９点、河野コレクション中の旧北海道新聞北方文化研究室収集資料と見なされる標本
ビン入り植物標本２９点ほかを収録。

貫気別郷土誌編集委員会
（編）

郷土誌貫気別 貫気別自治会 A５ ４７６

総説編（埋蔵文化財など）、教育編（学校沿革誌など）ほか関係記述あり。

根室市歴史と自然の資料館
（編）

根室市歴史と自然の資料館紀要 １９ 根室市自然と歴史の資料館 B５ ５４

『根室市博物館開設準備室紀要』の改題、継続誌。

川上淳 千島通史（５） １８世紀後半の千島（１） １～１８

大沼忠春、川上淳、佐
々木寿雄、本田克代、

長尾又六氏の業績（４） １９～４２

沙流川歴史館（編） 沙流川歴史館年報 ６ 沙流川歴史館 A４ ８０

施設・組織の概要／平成１５年度事業報告（企画展「沙流川の流送」／特別展「北海道の旧石器時代」／沙流川歴史館講座）
ほか

札幌市教育委員会（編） 新札幌市史 第５巻 通史編５（下） 札幌市 A５ １０５３

第６章 社会状況の変化と新たな運動の展開／第７節 アイヌ民族の諸権利の回復を求めて（一 北海道ウタリ協会札幌支
部結成から「民族の復権」へ／二 民族復権運動／三 「国際先住民年」から「アイヌ文化振興法」の制定へ）

青柳文吉（編） サハリン北方先住民族文献集 文芸作
品篇 １９０５-４５

北海道大学大学院文学研究
科

A４ １５１

収録作品：樺太東海岸の土人（野口雨情）／樺太の土人（石田収蔵）／特別加俸の土地（本庄陸男）／敷香 『フレップ・ト
リップ』より（北原白秋）／樺太の春（北原白秋）／白樺の木立にツングスの一族（筆者不詳）／オロッコの娘（深田久弥）
／馴鹿王に会った時（山田武彦）／北辺紀行 夏を訪ねて（池田宗矩）／「オロッコ」人の生活（澤田峯州）／樺太土人の昨
今（澤田雄二）／北遊紀（正宗白鳥）／オタスの杜のこのごろ（千葉恒雄）／オタスの杜・異聞（鈴木大二）／樺太の土人に
就て（樺太庁地方課）／オタスの人々（木村捷司）／見世物 『国境

菊池俊彦 序

青柳文吉 解説 文芸に描かれた樺太の北方先住民族 ： 国境地帯のウイルタ、ニ
ブフ

１３９～１４７

サハリン先住民族に関する主要作品及び文献一覧（１９０５-４５） １５０～１５１

仙台藩白老元陣屋資料館
（編）

仙台白老元陣屋資料館報 １１ 仙台藩白老元陣屋資料館報 A４ ６０

本田攻 しらおいの淡水魚 ポロト湖水系を中心に ３６～４１

「アイヌと川漁」あり。

岡田路明 アイヌ文化と川魚 ４２～４３

煎本孝（編） 民族共生のメカニズムに関する文化人
類学的研究

北海道大学大学院文学研究
科

A４ ９９

平成１４～１６年度科学研究費補助金（基盤研究(c)（２））研究成果報告書。

煎本孝 アイヌ文化における死の儀礼の復興 ： 紛争解決、共生、行為主体 ５１～８１

帯広市図書館（帯広叢書編
集委員会）（編）

吉田巌資料集 １９ 帯広叢書第５３巻 帯広市図書館 B５ ２７４

１ 日記３−１８（昭和１２年４月～８月）／２ 抜き書き２−１・２−２（言語学一班・日本文法）／出現語彙一覧／注釈用参考文献一覧
／あとがき

弟子屈町史編さん委員会
（編）

弟子屈町史 第３巻 弟子屈町 B５ ６５９

東邦コンサルタント株式会
社（編）

アメリカ伊能大図里帰りフロア展 in
釧路 特別記念誌

伊能大図フロア展 in 釧路
実行委員会

A４ １３３

部 落 解 放・人 権 研 究 所
（編）

人権年鑑２００４ 部落解放・人権研究所 A５ ３８５

竹内渉 アイヌ民族 ３３～３６

北海道立アイヌ民族文化研究センター研究紀要 第１３号（２００７年３月）
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北海道遺産選定専門委員
（編）

「まち、ひと、北海道遺産」第２章
北海道遺産情報誌 No．６

北海道遺産構想推進協議会 A５ ７２

アイヌ口承文芸 ： 人から人へ、途切れることなく語り伝え １０～１１

サケの文化 ： 捨てるところのない「神の魚」 １４～１５

オホーツク沿岸の古代遺跡群 ： 謎に包まれたオホーツク文化 １８～１９

北海道開拓記念館（編） １８世紀以降の北海道とサハリン州・黒
竜江省・アルバータ州における諸民族
と文化 ： 北方文化共同研究事業研
究報告

北海道開拓記念館 B５ ３６４

林昇太郎 史料紹介 小林豊章筆『唐太島東西浜図』について（２） ９１～１１６

水島未記、タチヤナ P．
ローン、会田理人

サハリン先住民の植物利用（ウイルタを中心に） １２５～１８６

山田伸一 開拓使による対雁移住樺太アイヌに対する「授産」 １８７～２０２

北海道開拓記念館（編） 北海道開拓記念館研究紀要 ３３ 北海道開拓記念館 B５ １２２

鈴木琢也 擦文文化における物流交易の展開とその特性 ５～３０

右代啓視 北方諸地域における古代・中世の要害遺跡 ３１～４６

手塚薫、池田貴夫、三
浦泰之

接触・交錯するアイヌと和人のまつり ： 『北役紀行』記載、文久３
（１８６３）年ハママシケの神社祭礼とクマ送りから

４７～６６

山田伸一 アイヌ語地名の近現代史に関するノート １２２～１０１

北海道民族学会（編） 北海道民族学会会報 １ 北海道民族学会 A４ ９６

切替英雄 アイヌ語のもう一つの１ ３～１１

若林和夫 『丁巳東西蝦夷山川地理取調日誌』に見る安政四年のオオウバユリ採集と
その周辺

３７～５２

鈴江英一（編著） 開拓使文書の森へ ： 近代史料の発
生、様式、機能

北海道出版企画センター A５ ３５２

谷本晃久 「函館奉行所文書」の可能性 ２１０～２１１

鈴江英一 鮭と馬鈴薯 ： 大津川鮭繁殖場看視復命書から ２９７～３０４

百瀬響 アイヌ研究と近代文書 ３０５～３０６

コア・エシックス １ 立命館大学大学院先端総合
学研究科

佐藤 ロスベアグ ナ
ナ

知里真志保のフィールドメモ １９４２年の夏 ８３～９３

しらかば ２１２ 市立小樽図書館 A４ ８

福岡イト子、海藤久仁
子

アイヌの口承文芸１３ １

「アイヌの口承文芸」を終えて（福岡イト子）／「感動の物語も、ついに最終回」（海藤久仁子）

「アイヌの口承文芸」総目録 ２００４．４～２００５．３ ２

語源研究 ４３ 日本語語源研究会

永田良茂 縄文地名の数詞地名例 ： アイヌ・縄文語の立場から ２２～２９

板橋義三 アイヌ祖語における音韻的特徴 ： 母音の長短か、ピッチアクセント
か？（上） 樺太アイヌ語の母音の長短と北海道アイヌ語のピッチアクセ
ントの史的関係からのアプローチ

７７～９７

国際公共政策研究 ９ ２ １６ 大阪大学大学院国際公共政
策研究科

松井一博 森林認証制度における先住民族の権利 ２８３～３０１

平成１６年度 普及啓発セミナー報告集 アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ １６０

青柳信克 上川地方のチセ ６～１１

秋辺今吉 エカシの語るアイヌ文化 １２～１７

石原誠 アイヌ民族自身による著作について １８～２５

末尾に「アイヌ民族自身の著作（伝承含む）目録（単行本の部）／１８６９～１９４５」掲載あり。

煎本孝 アイヌ文化を創る ： まりも祭にみる伝統・創造・共生 ２６～３０

岩崎まさみ 先住民が参加する研究のあり方について ３１～３５

宇梶シズエ アイヌを自覚するまで ３６～４０

遠藤匡俊 アイヌ社会における集団の流動性 ４１～４７

太田カムソッカイ満 アイヌ語復興に関わる諸問題 ： 石狩川筋の場合 ４８～５５

沖野慎二 博物館資料が語るアイヌ文化 ５６～６１

鈴木邦輝 アイヌとチョウザメ漁 ６２～６８

アイヌ文献目録 ２００５
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スチュアート ヘンリ 先住権と権原 ６９～７５

田口尚 低湿地遺跡が語るアイヌの生活 ７６～８４

田端宏 近世のアイヌ社会 ： イコトイ-「豪強」、「悪党」そして「カムイ」 ８５～８９

出利葉浩司 海外にあるアイヌ民族資料について ： アメリカ・ロシア・ヨーロッパ
にあるコレクションの紹介と特徴

９０～１００

遠山サキ 私の受け継いだアイヌ文化 １０１～１０６

富樫利一 知里幸恵の背景を探る ： 旧土人保護法成立以前のアイヌの人たち １０７～１１６

中本ムツ子 カムイユカラの伝承 １１７～１２６

萩中美枝 英雄叙事詩の伝承 １２７～１２９

廣瀬健一郎 カナダにおける先住民族教育権の回復への取り組み １３０～１３７

福岡イト子 アイヌ文化体験学習のみちのり 旭川竜谷高等学校郷土部１９６７～２００４ １３８～１４７

増野光義 アイヌの精神文化 アイヌ語と共に １４８～１５３

山本命 アイヌ民族を愛した松浦武四郎 １５４～１６０

平成１６年度 普及啓発講演会報告集 アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ ８３

菊池勇夫 菅江真澄にみるアイヌの生活文化 ： 道南・北東北の地域史像 １～２９

篠原昌彦 森竹竹市の文学世界 ： 『若きアイヌの詩集・原始林』を中心に ３１～４６

秋辺日出男 地域観光の創造 ： 受け継がれるアイヌ精神 ４７～６６

津島佑子 アイヌの歌声が聞こえてくる ６７～８３

歴史地震 ２０ 歴史地震研究会

高清水康博 北海道における津波に関するアイヌの口碑伝説と記録 １８３～１９９

『高知女子大学文化論叢』
編集委員会（編）

高知女子大学文化論叢 ７ 高知女子大学文化学部 ５１

橋尾直和 琉球語・アイヌ語・日本語諸方言とオーストロネシア語の若干の比較 ３９～５１

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

パイェアン ロ ふれてみようアイヌ
の文化

アイヌ文化振興・研究推進
機構

A５ ４４

アイヌ文化関連施設等分布マップ／アイヌ文化体験学習メニュー／体験学習メニューのある施設等／アイヌ文化関連資料を
展示している施設等／アイヌ文化関連の行事・儀式・イベント／チャレンジ

The Foundation for Re-
search and Promotion of
Ainu Culture

Paye =an ro : Let’s Experience
Ainu Culture!

アイヌ文化振興・研究推進
機構

A５ ４４

『パイェアン ロ ふれてみようアイヌの文化』の英語版。

弘前大学国史学会（編） 弘前大学国史研究 １１８ 弘前大学国史学会

武田亜弓 近世前期における弘前藩のアイヌ支配について ： 松前飛脚回送の実態
から

２５～４２

市毛幹幸 ［書評と紹介］佐々木利和著『アイヌ絵誌の研究』 ７４～７８

高木亨（編集者） 伊福部昭先生 ： 卒寿をお祝いして
のプロフィール

伊福部昭の会 A４ ８

伊福部昭卒寿の祝賀会に合わせて作成されたもの。

斜里町立知床博物館（編） 知床博物館研究報告 ２６ 斜里町立知床博物館 B５ ９０

佐藤孝雄 斜里町以久科北海岸遺跡のヒグマ頭骨 ７１～７６

長澤政之 近世蝦夷地、場所請負下のアイヌ社会 〔長澤政之〕 A４ １００

東北学院大学博士課程学位論文。

百々幸雄（研究代表者） 北海道続縄文人の系譜論的・生活論的
研究 ： 有珠モシリ遺跡出土人骨を
中心として

東北大学大学院医学系研究
科人体構造学分野

A４ ３５６

平成１４～１６年度科学研究費補助金研究成果報告書。

北海道教育庁生涯学習部文
化課（編）

平成１６年度 アイヌ民俗文化財調査報
告書（伝承聞き取り調査�）

北海道教育委員会 B５ １２９

はじめに／木村志津江さんの伝承／白川八重子さんの伝承／出現語彙一覧

北海道教育庁生涯学習部文
化課（編）

平成１６年度 アイヌ無形民俗文化財調
査報告書（ユーカラシリーズ２７） 隠
された人食い刀／六代を生きたおじい
さん 自ら育つ

北海道教育委員会 B５ ２１８

北海道教育庁生涯学習部文
化課（編）

平成１６年度 知里真志保フィールドノ
ート（４）

北海道教育委員会 B５ １６３

知里真志保のプロフィール／「ウラシペッの人の物語」について／「知里ハツによる物語」について／分担と謝辞／第１章
ウラシペッの人の物語／第２章 知里ハツによる物語
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紋別百科事典編纂委員会
（編）

紋別百科事典 紋別百科事典編纂委員会 B５ ３１６

留萌市海のふるさと館
（編）

留萌市海のふるさと館紀要 １６ 留萌市海のふるさと館 A４ ５４

高橋明雄 留萌地方における栽培作物の歩みについて ： アイヌ民族の食物、幕末
庄内藩の開発、明治期の試作

９～３４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

栄野１遺跡、新野上２遺跡 北海道埋蔵
文化財センター調査報告書 第２１３集

北海道埋蔵文化財センター A４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

三次郎川左岸遺跡、石倉５遺跡２、石倉
４遺跡 北海道埋蔵文化財センター調
査報告書 第２１９集

北海道埋蔵文化財センター A４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

上台１遺跡 北海道埋蔵文化財センタ
ー調査報告書 第２１７集

北海道埋蔵文化財センター A４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

上台２遺跡 北海道埋蔵文化財センタ
ー調査報告書 第２１６集

北海道埋蔵文化財センター A４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

森川４遺跡 北海道埋蔵文化財センタ
ー調査報告書 第２１８集

北海道埋蔵文化財センター A４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

生渕２遺跡 北海道埋蔵文化財センタ
ー調査報告書 第２１４集

北海道埋蔵文化財センター A４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

対雁２遺跡６ 北海道埋蔵文化財センタ
ー調査報告書 第２１５集

北海道埋蔵文化財センター A４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

柏木川４遺跡、柏木川１３遺跡２ 北海道
埋蔵文化財センター調査報告書 第
２１１集

北海道埋蔵文化財センター A４

北海道埋蔵文化財センター
（編）

穂香川右岸遺跡 穂香川竪穴群 北海
道埋蔵文化財センター調査報告書 第
２１２集

北海道埋蔵文化財センター A４
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【２００５年４月】

文化情報 ２７６ 北海道文化財保護協会 B４ ４

蝦夷錦四点を厚岸町の指定文化財に １

三好勲 春を待つ ： 喜登牛・張碓等の地名起源 ２

高澤光雄 『山の素描』の執筆者たち 高澤光雄 A５

村上啓司 ５０～５１

グラフ旭川 ３１６ グラフ旭川 B４ ７８

岡雅彦 アイヌの文化１７ カムイ・ユーカラを訪ねて ６３

怪鳥フリューが語った話（２）

北海道のつり ３５ ４ ４１３ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．２０ 「円山」が「モイワ」で、「藻岩
山」が「インカルシペヌプリ」

１１２～１１３

日本歴史学会（編） 日本歴史 ６８３ 吉川弘文館 A５ １７６

浪川健治 ［史料散歩］絵図のなかの「�屋敷」 ９２～９３

坂野徹 帝国日本と人類学者 ： １８８４-１９５２
年

勁草書房 A５ ５４７

第２章 日本人とは誰か ： 日本人種論の政治学／第３章 われらが内なる他者 ： 人類学者のアイヌ認識

文学館読本編集委員会
（編）

むろらん港の文学館読本 室蘭文学館の会 新書 １５６

かねまるよしあき 知里真志保 ６５～６９

先住民族の１０年 News １１３ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ １６

成田英敏 漫画エッセー６ 知床は「地の果て」か？ １２

おとなのいい旅北海道 ２００５年春
～初夏号

リクルート北海道じゃらん A４ １１２

伊藤哲也（取材・文） アイヌ語地名をたどる 第１回 函館（旧ウスケシ） ９０

歴史学研究会、日本史研究
会（編）

日本史講座 第７巻 近世の解体 東京大学出版会 B６ ３２７

岩崎奈緒子 蝦夷地・琉球の「近代」 ２６５～２９６

沙流川歴史館 沙流川歴史館だより １７ 沙流川歴史館 A４ ８

わかりやすい平取町百年史� ５

広報しずない ６８９ 静内町 A４ ２０

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： しんぬつ ２０

日本民俗建築学会（編） 写真でみる民家大事典 柏書房 B５ ４８３

小林法道 チセ 神と暮らすアイヌの建築 １０

アイヌ語地名研究会会報 ２３ アイヌ語地名研究会 B５ ８

平成１７年度（第９回）アイヌ語地名研究講演会の開催要項が決まる １

井口利夫 初心者の工夫 ２～４

旭川市にて企画展アイヌ語地名を歩く－山田秀三の地名研究から－を開催 ５

資料紹介〔藤島範孝の地名研究著作〕 ６

イーストサイド １１ バルク・カンパニー A４ ８８

斎藤敬子 アイヌの自習時間 １時間目 さまよえるアイヌ文学 ７４～７５

現代の理論 ３ 言論 NPO・現代の理論

特集：アイヌ民族共有財産裁判

座談会 若きアイヌの現在と未来 ： 新しいアイデンティティの創出を １９３～２０８

特集：アイヌ民族共有財産裁判

広報びらとり ５４４ 平取町役場 A４ １０

二風谷アイヌ文化博物館だより １２

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

平成１７年度アイヌ語ラジオ講座テキス
ト Vol．１

アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ ３２

講師菅原勝吉
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【２００５年５月】

文化情報 ２７７ 北海道文化財保護協会 B４ ４

重要文化財に美 ８々遺跡出土品と蝦夷三官寺関係資料 １

地蔵慶護 シンコ ３

グラフ旭川 ３１７ グラフ旭川 B４ ８２

岡雅彦 アイヌの文化１８ カムイ・ユーカラを訪ねて ７１

小さなカワウソが語った話（１）

北海道のつり ３５ ５ ４１４ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．２１ 嗚呼！懐かしき「つきさっぷあ
んぱん」

１１２～１１３

知里森舎通信 １４ 知里森舎 B５ １１

ノースアングラーズ ８ ５ ３６ つり人社 A４ １３０

平佐修 北海道面白川名散歩 第３６歩 信仰２ ９９

稲田浩二（編） アイヌの昔話 筑摩書房 文庫 ３７６

ちくま学芸文庫イ１４−４。文庫版のための書き下ろし。物語６９編を収録したほか、解説、文献（「主要な参考文献目録」「原
典目録」）、あとがき、収録昔話の題名と原題索引を掲載。

先住民族の１０年 News １１４ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

竹内渉 なまらだ！ 「ユーカラ劇」札幌公演を鑑賞して ８～９

編集部 これからのアイヌ民族の教育を考える ： さっぽろ自由学校「遊」連続
講座２００４より

１３～１５

オホーツク文庫 レラ ２ オホーツク文化資料館 B５ １８

アイヌ語地名辞典作成手控 ： 地名出現頻度資料（伊藤せいち）

「月刊社会教育」編集委員
会（編）

月刊社会教育 ４９ ６ ５９６ 国土社 A５

特集：多民族社会を生きる

萱野志朗 子どもの権利条約とアイヌ民族のアイヌ語学習権 ２１～２７

演劇「人類館」上演を実現
させたい会（編）

人類館 封印された扉 アットワークス A５ ４５３

長谷川由希 アイヌ民族と植民地展示 ： １９０３～１９１３年の博覧会から ７０～９７

平井正治、松田京子、
長谷川由希、都裕史、
諸見里芳美、仲間恵子

シンポジウム 場所の記憶に耳をすます １６９～２１６

長谷川由希 先住民族と博物館 ３７１～３７５

北海道れきけん ５８ 北海道歴史研究会 B５ ２２

清水清次郎 本州の「舞台」地名は和語かアイヌ語か（二） ２～７

水無月怜 先住民族に見る詩歌の世界（二） ８～９

バチェラー八重子を紹介。

水無月怜 先住民族に見る詩歌の世界（三） ９～１０

違星北斗を紹介。

広報しずない ６９０ 静内町 A４ ２０

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： たっこぷ ２０

松浦竹四郎研究会会誌 ４６ 松浦武四郎研究会事務局 B５ ８

松浦武四郎往返書簡（３０）（秋葉實）／松浦武四郎田崎草雲宛名士書翰集 翻刻２３７通を受贈（松浦武四郎研究会）／武四郎
館長に高瀬英雄氏／武四郎館より未公開書簡受贈（事務局）

ユーラシア研究所（編） ユーラシア研究 ３２ ユーラシア研究所

橋田欣典 ルポルタージュ 樺太アイヌ民族との出会い ６３～６５

地名 ２１ 宮城県地名研究会 A５ １２５

西成辰雄 「アイヌ前史」を読む ： その担い手たちを探る １２～１４

勝又秀夫 「蝦夷」の語源と地名 ： エミシからエゾへ ３３～５０

ウィルタ協会（編） ウィルタ協会会報 アルドゥ ２７ ウィルタ協会 B５ １５

サハリン少数民族遺族会代表 小泉総理に戦後補償等四項目を要請／樺太アイヌの人骨１３体 札医大解剖学教室で新たに
判明／資料紹介 葛西猛千代著「ギリヤーク人 オロチョン人見聞記」（青柳文吉）

やすいゆたか 評伝 梅原猛 ： 哀しみのパトス ミネルヴァ書房 B６ ３５２

梅原猛の蝦夷文化論 １７３～２２０

人名索引、事項索引あり。
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二風谷アイヌ語教室 広報紙 ７８ 平取町二風谷アイヌ語教室 B５ １０

川奈野一信（談） 運営委員長就任のご挨拶 １～２

山岸俊紀（談） 訪問インタビュー 第７６回 ４～７

川村湊 物語の娘 ： 宗瑛を探して 講談社 A５ ３１８

山田秀三関係記述あり。

人権と部落問題 ５７ ６ ７３１ 部落問題研究所 A５

特集：アイヌ民族共有財産裁判

滝沢正、大脇徳芳 アイヌ民族の「共有財産裁判」って何だろう ６～１１

近世史研究会（編） 論集 きんせい ２７ 近世史研究会

寺崎仁樹 第一次幕領期の蝦夷地政策と箱館 ： 場所経営方法の変化への対応を中
心に

１～１７

国雄行 博覧会の時代 ： 明治政府の博覧会
政策

岩田書院 A５ ２９０

季刊東北学 ３ 東北芸術工科大学東北文化
研究センター

A５ ２１７

中路正恒 考古学者は、熊狩にゆけ ２１２～２１５

宇田川洋編著『クマとフクロウのイオマンテ ： アイヌの民族考古学』の書評。
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編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００５年６月】

文化情報 ２７８ 北海道文化財保護協会 B４ ４

地蔵慶護 「ペツ」と「ナイ」 ２

山本融定 続一枚の写真から（３） 奉安殿 ３

平取町立二風谷小学校の奉安殿を紹介。

グラフ旭川 ３１８ グラフ旭川 B４ ６２

岡雅彦 アイヌの文化１９ カムイ・ユーカラを訪ねて ５１

小さなカワウソが語った話（２）

セーヴェル ２１ ハルビン・ウラジオストッ
クを語る会

B５ ９４

青柳千子 千島列島へのロシア人南下と千島アイヌ１ ３８～４１

郷土誌あさひかわ ４６ ６ ４７３ 郷土誌あさひかわ B６ ８６

馬場昭 おじたりあんノート１６１ “タンポポ、うまい!!" ４７

広報おびひろ ９７３ 帯広市企画部広報課 A４ １８

内田祐一（写真・文） アイヌの人々の生活１０７ チョウ １８

人類学雑誌 １１３ １ 日本人類学会

滝川渉 四肢骨の計測的特徴から見た東日本縄文人と北海道アイヌ ４３～６１

白老ペン ２５ 白老ペンクラブ A４ ７０

岡田路明 伝承による「白老の始まり」について ５３～５４

北海道のつり ３５ ６ ４１５ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．２２ 水清ければ魚住まず １１０～１１１

先住民族の１０年 News １１５ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

あのひとにきく（２０） アイヌプリの結婚式を終えて 酒井美直さん、ロニ
ー・エバソンさん

８～１１

芳野直子 アイヌプリの結婚式に思う いまだある差別の中で １１～１２

新井かおりんだ よりリアリティをもって、自然に １２

あらやま ２５ 相川公司 A５ １１２

相川公司 創作アイヌ民話 カムイの子どもたち・総集編 ２～９９

初出は『あらやま』２～１７号。末尾に「初出一覧」掲載あり。

相川公司 アイヌを滅びの民族とした児童文学は滅びてもいい みたび『コタンの口
笛』（作・石森延男）徹底批判

１００～１１１

高木崇世芝 北海道の地名関係文献目録 サッポロ堂書店 B５ ２６

北海道・樺太・千島関係／全国・東北以南のアイヌ語地名関係／主なアイヌ語辞典など／「駅名の起源」一覧／未見文献一覧
／著者名索引

歴史学会（編） 郷土史大辞典（上） 朝倉書店 B５ １０４２

榎森進、佐藤宥紹 アイヌ ４～５

佐藤宥紹 アイヌ新法 ６

前田潮 アイヌ文化 ６

佐藤宥紹 アイヌ民芸品 ７

菊池勇夫 商場知行制 １５～１６

高見寛孝 イオマンテ（イヨマンテ） ６０～６１

内山幸子 イナウ（けずりかけ） ９７～９８

佐藤宥紹 運上屋 １６０

内山幸子 蝦夷 えぞ（えみし） １７６～１７７

菊池勇夫 蝦夷交易 １７７

寺島敏治 蝦夷地御用人足 １７７～１７８

内山幸子 送り儀礼 ２２７

菊池勇夫 御救交易 ２３２

寺島敏治 介抱 ２８１～２８２

内山幸子 キテ ４３８～４３９

島田潔 キムンカムイ ４４４

知里幸恵（原著）、横山孝
雄（絵）

知里幸恵のユカラ絵本 キツネのハイ
クンテレケ

知里森舎 B５ ４０

『『きつねのハイクンテレケ』のふしぎワールド・解説』（横山孝雄、A５判、４ページ）添付。

アイヌ文献目録 ２００５

― 151 ―



２００５年６月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

池田雅之 共生と循環のコスモロジー ： 日
本、アジア、ケルトの基層文化への旅

成文堂 B６ ６０５

池田雅之（コーディネ
ーター）、姫田忠義、
比嘉政夫ほか（パネリ
スト）

封印された文明と未来文明の創造 ： アイヌ・沖縄・アメリカインディ
アン、ケルトをめぐって

５４４～５９０

Yay Yukar Park ５０ ヤイユーカラの森 B５ ３４

第１２回鹿狩りキャンプ／２００５春のキャンプその１／２００５春のキャンプその２／西本願寺・連続差別落書き事件／ほか

広報しずない ６９１ 静内町 A４ ２０

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： 布辻川 ２０

北海道いい旅研究室 ８ 海豹社 A５
〔ママ〕

素敵なライブとアイヌ料理のフルコースと講和付き温泉宿 ８

豊岡征則氏の民宿を紹介。

矢田俊文、工藤清泰（編） 日本海域歴史大系 第三巻 中世編 清文堂出版 A５ ３４５

中村和之 大陸から見た中世日本の北方社会 ７７～１０２

越田賢一郎 中世の北海道をめぐる北東日本海交易 ２１９～２５１

人間像 １７３ 人間像同人会 A５ １９０

大内余庵（著）、堺比
呂史（訳）

東蝦夷夜話（２） ８８～１０４

永田秀郎（文）、北海道新
聞社（編）

釧路 町並み今・昔 北海道新聞社 B５変型 １２７

聖公会釧路教会と或る墓名碑 ７６～７７

春湖翁頌徳碑とアイヌ教育 ８６～８７

根室市歴史と自然の資料館
（編）

くるまいし 根室市歴史と自然の資料
館だより

２０ 根室市歴史と自然の資料館 B５ ３６

『根室市博物館開設準備室だより』の改題、継続。

堀内紀子 カーペンター夫妻の話 ２４～２７

アイヌ伝道の途次、アイヌからマキリをもらったことに関する記述あり。

川村兼一（監修）、太田満
（執筆、校閲）

旭川アイヌ語辞典 アイヌ語研究所 A４ ２５９

アイヌ文化振興・研究推進機助成出版。

大出あや子 神々の言語学 ： アイヌ語残照 日本図書刊行会（発行）、
近代文芸社（発売）

A５ １６０

日本聖公会歴史研究会
（編）

歴史研究 １４ 日本聖公会歴史研究会 B５

中村一枝 金成太郎とパンキ・ペテロス（盤木良武太） ２２～３０

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

旭川地方に伝承される アイヌの座り
歌・踊り歌についての調査研究 北海
道立アイヌ民族文化研究センター調査
研究報告書２

北海道立アイヌ民族文化研
究センター

B５ ８２

�概説／�調査報告（歌の情報一覧／曲目別参考資料一覧／付録 CD「旭川に伝わるアイヌ文化：座り歌・踊り歌」について）
附録 CD（「旭川に伝わるアイヌ文化：座り歌・踊り歌」）あり。

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

北海道立アイヌ民族文化研究センター
年報 ２００４（平成１６年度）

北海道立アイヌ民族文化研
究センター

A４ １６

広報びらとり ５４６ 平取町役場 A４ １０

マンロー博士の氏族が来町 ３

社会民主 ６０１ 社会民主党全国連合機関紙
宣伝局

A５

堀内光一 映画『北の零年』とアイヌ民族 １４～１７

旭川市工芸センター（編） 旭川木彫りの源流 旭川市 ２１

解放教育研究所（編） 解放教育 ３５ ６ ４５１ 明治図書出版 A５

桂真理子 イランカラプテー ： アイヌ民族問題に取り組み始めて ６２～６６

北海道教職員組合（編） 北海道の教育 第３９集 北海道教職員組合 A５ ５４２

平和・人権教育 ２７５～３０７

和田寛 河童伝承大事典 岩田書院 A４ ７７１

北海道 １～９

北海道埋蔵文化財センター
（編）

リヤムナイ３遺跡１ 北海道埋蔵文化財
センター調査報告書 第２２０集

北海道埋蔵文化財センター A４
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２００５年７月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００５年７月】

文化情報 ２７９ 北海道文化財保護協会 B４ ４

森竹竹市展を仙台市で開催 １

地蔵慶護 ラルマ・ニ ２

鈴木仁 樺太関係資料について ３

樺太関係資料館の紹介。

グラフ旭川 ３１９ グラフ旭川 B４ ７４

岡雅彦 アイヌの文化２０ カムイ・ユーカラを訪ねて

強情クマ神の話（１）

メディアあさひかわ １４７ メディアあさひかわ B５ １７７

［耳より情報ファイル］オキがアイヌの伝統楽器・トンコリのツアー ９５

北海道のつり ３５ ７ ４１６ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．２３ You know 実？ １０８～１０９

『飛礫』編集委員会（編） 飛礫 ４７ つぶて書房（発売：れんが
書房新社）

A５

長谷川修 アイヌ民族のための「場所＝土地」を東京に ３６～４０

〔別海町郷土資料館〕 別海町郷土資料館だより ７２ 別海町郷土資料館 A４ ２

戸田峯雄 「加賀家文書」の調査・研究から その１６

佐々木利和、古原敏弘、児
島恭子（編）

街道の日本史１ アイヌの道 吉川弘文館 B６ ２６０

�蝦夷地とアイヌ／�アイヌの交通路（一 東蝦夷地の道を歩く／二 西蝦夷地のアイヌ道を歩く）／あとがき

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

アイヌ語地名を歩く ： 山田秀三の
地名研究から ２００５・旭川

北海道立アイヌ民族文化研
究センター

A４ ６２

『アイヌ語地名を歩く ： 山田秀三の地名研究から』（２００４年１０月）から、第２章５を「上川・道北を歩く」に差し替え、
その他一部に補足・訂正や掲載写真の加除を行ったもの。草風館による増刷もあり。

北海道開拓記念館（編） 北海道開拓記念館だより ３５ １ １８７ 北海道開拓記念館 A４ ８

出利葉浩司 「ロシア民族学博物館アイヌ資料展」をふりかえって ６

日本文化財科学会第２２回大
会実行委員会（編）

日本文化財科学会第２２回大会研究発表
要旨

日本文化財科学会 A４

中村和之、小田寛貴、
本庄かや子

蝦夷錦の１４C 年代測定 １２２～１２３

ポスターセッション発表要旨

増田隆一、田村俊之、
高橋理

美笛岩陰ヒグマの古代 DNA 分析とクマ送り儀礼に関する考察 １８２～１８３

ポスターセッション発表要旨

日本文化財学会第２２回大会
実行委員会（編）

日本文化財学会第２２回大会研究発表要
旨集

日本文化財学会第２２回大会
実行委員会

A４ ３６１

増田隆一、田村俊之、
高橋理

美笛岩陰ヒグマの古代 DNA 分析とクマ送り儀礼に関する考察 １８２～１８３

大会ポスター発表

「植民地文化研究」編集委
員会（編）

植民地文化研究 ４ 植民地文化研究会 A５

知里むつみ 『アイヌ神謡集』からアイヌ社会を見る １８～２１

おとなのいい旅北海道 ２００５年春
～夏号

リクルート北海道じゃらん A４ １２８

伊藤哲也（取材・文） アイヌ語地名をたどる 第２回 知床（シレトコ） ９８

岩崎・グッドマン・まさみ 人間と環境と文化 ： クジラを軸に
した一考察

清水弘文堂書房 A５ ２２０

岩崎・グッドマン・ま
さみ

アイヌ民族クジラ利用文化の足跡をたどる １２０～１４９

佐々木毅、鶴見俊輔、富永
健一ほか（編）

戦後史大事典 ： １９４５-２００４ 増補
新版

小学館 B４変型 ６０６

初版１９９１年。増補縮刷版１９９５年。

榎森進 アイヌ ３

藤本英夫 アイヌ文化振興法 ９

第５７回小樽市博物館特別展図録 描か
れた岸辺のアイヌ ： 旅の絵師が残
したスケッチ

小樽市博物館 A４ ２４

五十嵐聡美 幕末のアイヌ風俗スケッチ ： その伸びやかな視覚 １９～２２

アイヌ文献目録 ２００５
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２００５年７月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

先住民族の１０年 News １１６ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

鵜沢加那子 グリーンランド・イヌイットとアイヌ民族の交流 ４～６

沙流川歴史館 沙流川歴史館だより １８ 沙流川歴史館 A４ ８

沙流川流域のいきものたち No．４ シナノキ ２

広報しずない ６９２ 静内町 A４ ２０

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： るべしべ ２０

留萌文学 ９０ 留萌ペンクラブ A５ ４１３

松田青浪 私の佐々木長左衛門先生 ５１～５３

萱野茂（文）、清水武男（写
真）

アイヌ・暮らしの民具 クレオ A５ １５９

序章 イコロ・オ・プとの出会い／第１章 衣／第２章 食／第３章 住／第４章 祈／終章 ウウェペケレ 昔話の世界

朝日新聞社（編） アエラ １８ ３８ ９３９ 朝日新聞社 A４ ９４

［表紙の人］俳優 宇梶剛士／「『素敵』を演じたのは初めてなんですよ」 １１

表紙写真とも。

青森県立郷土館（編） 辺境からのまなざし 笹森儀助展 ：
明治の青森が生んだ不屈の士魂

青森県立郷土館 A４ １０１

千島探検の記録 ２２～３８

アイヌ語地名研究会会報 ２４ アイヌ語地名研究会 B５ ８

平成１７年度 アイヌ語地名研究講演会 盛大に行われる １

渡辺隆 講演「アイヌ語地名と言語学」を聴いて ２

佐藤知己氏の著作・論文の紹介 ３

平隆一 浦臼町での「松浦武四郎来町１５０周年記念事業」 ４

P５にも関係記事あり。

企画展 アイヌ語地名を歩く－山田秀三の地名研究から－／旭川市博物館
にて開催される

５

留萌市で「伊能忠敬・大図」と「松浦武四郎・国郡検討図」が展示されま
す

６

池谷和信、長谷川政美（編） 日本の狩猟採集文化 ： 野生生物と
ともに生きる

世界思想社 B６ ２３５

池谷和信、長谷川政美 日本の狩猟採集文化の生態史 １～１８

田島敦、宝来聡 DNA からみた日本人の成り立ち ２０～４４

手塚薫 近世におけるアイヌの生活様式の多様性 １００～１４９

池谷和信 東北マタギの狩猟と儀礼 １５０～１７３

二風谷アイヌ語教室 広報紙 ７９ 平取町二風谷アイヌ語教室 B５ １０

平野みの（談） 姑・平賀さだもの思い出 １～２

谷口薫（談） 訪問インタビュー 第７７回 ４～６

講義風景（１） ７

家庭科 ５５ ２ ５９３ 全国家庭科教育協会

岡田路明 アイヌ文化の食生活 １０～１３

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

平成１７年度アイヌ語ラジオ講座テキス
ト Vol．２

アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ ３４

講師菅原勝吉

北海道埋蔵文化財センター
（編）

森川３遺跡 北海道埋蔵文化財センタ
ー調査報告書 第２２２集

北海道埋蔵文化財センター A４
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２００５年８月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００５年８月】

文化情報 ２８０ 北海道文化財保護協会 B４ ４

臼杵勲 シンポジウムに寄せて 中世総合資料学と歴史教育 ： 北方世界の交流
と変容

３

グラフ旭川 ３２０ グラフ旭川 B４ ７６

岡雅彦 アイヌの文化２１ カムイ・ユーカラを訪ねて ６５

強情なクマ神の話（２）

広報おびひろ ９７５ 帯広市企画部広報課 A４ １８

内田祐一（写真・文） アイヌの人々の生活１０８ イオル １８

北海道のつり ３５ ８ ４１７ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．２４ 外道の王様『カラス貝』 １０８～１０９

〔別海町郷土資料館〕 別海町郷土資料館だより ７３ 別海町郷土資料館 A４ ２

戸田峯雄 「加賀家文書」の調査・研究から その１７

伊能忠敬研究 ４１ 伊能忠敬研究会 B５ ７２

佐久間達夫 伊能忠敬がメモしたアイヌ語 ６６

歴史学研究会（編） 歴史研究の現在と教科書 ： 「つく
る会」教科書を問う

青木書店 A５ ２４５

岩崎奈緒子 アイヌ民族問題と「つくる会」教科書 １８２～１９２

釧路アイヌ文化懇話会
（編）

久摺 第１１集 釧路アイヌ文化懇話会 A５ １７７

古谷達也 「伊能大図」と久摺 ６～１６

伊藤せいち 山本多助氏のアイヌ語 １７～３１

大場英保 クナシリ・メナシの戦いを考える ３９～４３

高木喜久恵 祖先からの伝言 ４４～６６

増野光教 アイヌの精神文化 ６７～７１

前山尚子 アイヌ料理を作って食べよう ７２～７４

秋辺日出男 昔の青年の主張 ７５～９１

平成１５年度北海道ウタリ協会青年・女性の集い基調講演講義録。

小林攻一 邪馬台国との出会い ９２～９３

中村一枝 永久保秀二郎集録 「アイヌ語雑録」の語彙検討 ９４～１１６

磯辺恵津子 アイヌに生まれて １１７～１１８

福浦寛 トコロ紀行 １１９～１２６

浅野恵子 トミカラアイノ余話 １２７～１５０

松本成美 アイヌ語地名覚え書（一） 動植物・人体・信仰 １５１～１５５

故 浦田広胖氏追悼特集 １５９～１７４

故人の足跡（松本成美）／浦田広胖略年譜／金成太郎とペテロス（盤木良武太）の復権をめざした浦田先生／故 浦
田広胖（ペンネーム遊）さんを偲んで（加藤實）／浦田先生、ありがとう（豊岡イスズ）／浦田先生ありがとう（前
山尚子）／浦田先生追悼（山本悦也）／『のちのかたみに』に想う（桶作高子）／浦田先生をしのんで（畠山歌子）／
浦田遊氏への追悼（斎藤忍）／浦田さんのこと（鈴木史朗）／浦田先生安らかにお眠りください（福浦寛）／花の中
でゆっくり眠って下さい（浅野恵子）

れら(rera）東北 ６ 東北アイヌ語地名研究会 A４ ４

旧小川村（現岩泉町）のアイヌ語地名（佐々木隆三）／和賀川流域の二・三のアイヌ語地名（菊池国雄）／地名研究と文献
史学の接点をさぐる（阿部和夫）／薄衣も黄海もキーワードは同じ（村崎恭子）／「レラ」の周辺（西成辰雄）／黄海は薄
衣と同じではないか（阿部和夫）
研究会発表要旨掲載。

よだん １ 文友社出版 B５ ３６

松木新 アイヌを描いた文学 山中峯太郎『民族』 ２６

女性史研究ほっかいどう ２ 札幌女性史研究会 A５ ２２１

鷲沢セツ ２０世紀から２１世紀へ『遥かなる彼方』物語 １０８～１３２

中村一枝 ミス・ブライアントの平取におけるアイヌ民族への伝道（２） １９１１～１９２２
年 ： CMS 史料を通して

１６０～１７４

崎谷満 DNA が解き明かす「日本人」の系譜 勉誠出版 A５ １９４

東洋音楽学会第５６回大会実
行委員会（編）

東洋音楽学会第５６回大会プログラム 東洋音楽学会 B５ ４３

関係項目：［公開講演会］口琴の音を解剖する（阿部和厚）／［公開演奏会］北の楽器 トンコリ・ムックリ・ホムス／［研
究発表］『アイヌ伝統音楽』のその後 ： 旭川の座り歌・踊り歌に関する調査報告（甲地利恵）／北の先住民は甲板で何
を観（聴）せたか（谷本一之）

アイヌ文献目録 ２００５
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２００５年８月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

ヘルベルト・プルチョウ 江戸の旅日記 集英社 新書 ２３８

集英社新書０３０４F

古川古松軒の批判的精神 ６９～１０５

日本民俗学の父と言われる男・菅江真澄 １０７～１２４

松浦武四郎の蝦夷探検 ２０１～２１２

広報しずない ６９３ 静内町 A４ ２０

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： ちのみ ２０

橋本潔 チョコレートはアイヌ語！ 新風舎 A５ ２５４

コブタン ２５ コブタン文学会 A５

須貝光夫（筆録） 札幌東高等学校歴史学研究同好会生徒と鳩沢佐美夫の対談 ２～４７

木名瀬高嗣 ［資料紹介］鳩沢佐美夫、もうひとつの「折鶴」 ４８～５９

丸山隆司 「証しの空文」 ： 鳩沢佐美夫論にむけて１ ６０～６８

森義昭 誌二編 ６９～７２

森義昭 鳩沢佐美夫と『日高文芸』のこと ７３～８１

鳴門教育大学国語教育学会
（編）

語文と教育 １９ 鳴門教育大学国語教育学会

小野米一 アイヌに関する国語教書教材 １～２１

小野米一先生のご業績について ２２～２３

橋尾直和 土佐方言・アイヌ語・琉球語とオーストロネシア語との比較 ： アイヌ
語「hese」との比較を中心に

２４～３２

ユーラシア言語文化論集 ８ 千葉大学ユーラシア言語文化論講座 B５ ２０３

田村雅史 名詞抱合からみたアイヌ語の二つの再帰接頭辞 si-と yay- ： 意味的差
を求めて

３１～５１

中川裕 アイヌ口承文芸テキスト集６ 白沢ナベ口述 兄に殺されかけ、犬に救わ
れた

１５１～１８４

釧路市立博物館館報 ３９０ 釧路市立博物館 B５ １２

豊原煕司 釧路川水系の遺跡１５ 中流域の送り場（標茶町）その１ ３～７

札幌市教育委員会文化資料
室（編）

「新札幌市史」機関誌 札幌の歴史 ４９ 札幌市、札幌市教育委員会 A５ ８６

古村えり子 ［市史を読む］３ 第５巻通史５（下） ： 「社会・生活」を中心に ７１～７４

「マイノリティの社会運動」の項あり。

げんき ５４０ 白老町企画課広聴広報係 A４ ２８

ポロトコタンの夜の祭主をつとめる （財）アイヌ民族博物館伝承係長
山丸郁夫さん 夜の幻想的なポロトコタンをご覧ください

１２

人権と部落問題 ５７ ９ ７３４ 部落問題研究所 A５

手島武雅 インディアン信託財産裁判 ： 概要とアイヌ民族共有財産裁判への意味
合い

３６～４５

北海道教育大学紀要 教育科学編 ５６ １ 北海道教育大学 A４

吉田正生 中学校社会科歴史教科書に現れたアイヌ民族関係記述について（その３）
中近世史記述に限定して

１７３～１８２

広島県立大学（編） 広島県立大学論集 ９ １ 広島県立大学

Herbert John 日本における少数言語の復活 ： アイヌ語の場合 ２７～４２

日本博物館協会（編） 博物館研究 ４０ ８ ４４７ 日本博物館協会 B５

［支部が推薦する博物館情報］（１） 北海道支部 私立アイヌ民族博物館
の必死

２１～２５

留萌市海のふるさと館
（編）

海峡を越えてきた武具 ： 中世の蝦
夷地 留萌市海のふるさと館第１７回特
別展図録

留萌市海のふるさと館 A４ ３８

古代末から中世の蝦夷地／和人の渡海による武具の渡海／アイヌの人たちと和人との交易による渡海／日本の甲冑の移り変
わり／北海道内出土の兜鉢／刀剣の移り変わり／留萌市コタン浜出土の渡来銭／余市町の遺跡／展示資料写真図版／留萌市コタ
ン浜出土の渡来銭及模鋳銭一覧
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２００５年９月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００５年９月】

グラフ旭川 ３２１ グラフ旭川 B４ ７２

岡雅彦 アイヌの文化２２ カムイ・ユーカラを訪ねて ５９

強情なクマ神の話（３）

郷土誌あさひかわ ４６ ９ ４７６ 郷土誌あさひかわ B６ ７０

［ほん］チカップ美恵子編著-道新発行「森と大地の言い伝え」 ２４

［カラーページ］川村カ子トアイヌ記念館 新チセのお祝い儀式 ２８～２９

秋田地名研究年報 ２０ 秋田地名研究会 B５ ３６

新谷正隆 西木村のアイヌ語地名 １９～２７

『秋田地名研究年報』８号（１９９２年）掲載の論考に加筆したもの。

北海道のつり ３５ ９ ４１８ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．２５ 『サニナイ』にご注意 １０３～１０５

北方ジャーナル ３４ ９ ４３２ 北方ジャーナル A４ １１０

[NEWS LINER]ウタリ協会門別支部・吉田昇支部長が貸金請求訴訟で完全
敗訴

１３～１４

〔別海町郷土資料館〕 別海町郷土資料館だより ７４ 別海町郷土資料館 A４ ２

戸田峯雄 「加賀家文書」の調査・研究から その１８

加来耕三 真説 日露戦争 出版芸術社 A５

アイヌの勇士と乃木大将 ２５２～２５５

宮島利光ほか（著）、信州夏
期宣教講座（編）

日本宣教の光と影 ： アイヌ伝道等
をめぐって

いのちのことば社

関係目次：アイヌ民族と宣教／アイヌ民族について

盛岡市先人記念館（編） 盛岡市先人記念館だより ３５ 盛岡市先人記念館 B５ ８

シリーズ講座再録 第１回「金田一京助と柳田国男」 ４

足寄町史編さん委員会事務
局

井上図書目録 足寄町 A４ ４１２

郷土史研究者であり足寄町史編さん専門員でもある井上寿氏が２００３年１１月に足寄町に寄贈した図書の目録。

農山漁村文化協会（編） 現代農業 別冊 鳥害・獣害 こうし
て防ぐ

農山漁村文化協会 A５ １９１

萩中美枝、藤村久和、
村木美幸

狩猟と採集の民 アイヌの食 １３９～１４５

同社刊『聞き書 アイヌの食事』から「はしがき」（萩中美枝）、「陸海獣の食べ方」（藤村久和）、「熊の霊送りと料
理」（村木美幸）を転載したもの。

北方領土文化日ロ共同学術
交流実行委員会

北方領土の神社 ： 千島・北方領土
社寺教会日ロ共同調査報告書

北海道神社庁 B５ ２９６

北野信彦 近世出土漆器の研究 吉川弘文館 A５ ４０４

アイヌ関連遺跡の近世出土漆器 ３０４～３３１

緒言／一 文献史料の調査／二 北海道蝦夷地におけるアイヌ漆器の出土状況／三 出土漆器の調査／四 考察／結論
同書第四章。全体の序論、結論、口絵写真等にも関連記述、資料あり。

中薗英助 鳥居龍蔵伝 岩波書店 文庫 ５０７

岩波現代文庫社会１１９。初版は岩波書店、１９９５年。初出は『世界』連載１９９３～９４年。

「コロポックル」の謎を追って ６３～９１

北海道開拓記念館（編） 北海道開拓記念館だより ３５ ２ １８８ 北海道開拓記念館 A４ ８

山田伸一 講座 人とエゾシカ ５

林昇太郎 学芸員の研究ノートから１０ モナ・リザになった私 ７

ノースアングラーズ ８ ９ ３８ つり人社 A４ １３０

平佐修 北海道面白川名散歩 第３８歩 信仰３ ９９

週刊ポスト ３７ ３６ １８２２ 小学館 B５ ２２０

［９．１１衆院選 私の大好物］アイヌ弁当／多原香里 １４

北海道合同教研事務局
（編）

北海道の教育 ２００５年版 合同教育研究全道集会実行
委員会

A５ ３０３

清水裕二 国際連帯運動の基本の具体化から学ぶ ２５６～２５８

地図中心 ３９６ 日本地図センター A４ ４５

特集：世界自然遺産知床

涌坂周一 松浦武四郎の見た知床半島 １４～１６

高木崇世芝 知床を紹介したいろいろな地図 ２３～２５

アイヌ文献目録 ２００５
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２００５年９月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

先住民族の１０年 News １１７ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

小林純子、山川拓郎、
上森奈穂美、田中洋一

「平取町・二風谷フォーラム２００５」に参加して（上） ７～１０

岡本依子 先住民族エコツアー＠知床 １４～１５

平田篤史 １２回目を迎えた コシャマイン慰霊祭 １６

よだん ２ 文友社出版 B５ ３６

松木新 アイヌを描いた文学 今官一『巨いなる樹々の落葉』 ２５

週刊新潮 ５０ ３５ ２５１３ 新潮社 B５ １６８

鈴木宗男 当選確率６１% 切り札は「アイヌ美女」 １３８～１３９

特集記事「小泉台風当落天気予報」の一部

青森県立郷土館（編） 青森県立郷土館だより ３６ ３ １３４ 青森県立郷土館 A４ ４

〔講演要旨〕佐々木利和「笹森儀助 北へのまなざし」 ２

北海道立地質研究所広報委
員会（編）

地質研究所ニュース ２１ ２ ７８ 北海道立地質研究所 A４ ４

高清水康博 地層の中から見つかった過去の津波の痕跡と、アイヌの津波伝説 ３

人間文化 ２０ 愛知学院大学人間文化研究所 B５

鏡味明克 北海道におけるアイヌ語地名の好字への書き替え・読み替え ３４２～３３５

北海道れきけん ５９ 北海道歴史研究会 B５ ２０

水無月怜 先住民族に見る詩歌の世界（四） ２～３

森竹竹市を紹介。

水無月怜 先住民族に見る詩歌の世界（五） ４～６

江口カナメを紹介。

清水清次郎 本州の「舞台」地名は和語かアイヌ語か（３） ７～９

地蔵慶護 ソロマ １９

広報しずない ６９４ 静内町 A４ ２０

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： けぼう ２０

長谷川成一、千田嘉博（編） 日本海域歴史大系 第四巻 近世編� 清文堂出版 A５ ４７７

佐々木史郎 山丹交易と蝦夷地・日本海域

Arctic Circle（アークティック・
サークル）

５６ 北方文化振興会 B５ ２０

斎藤玲子 揺籠から墓場までの植物利用 ： アイヌの事例を中心に ４～９

特集：多様なる植物との関係２

R [Arctic Square Books]『街道の日本史 アイヌの道』佐々木利和・古原
敏弘・児島恭子編

１８

R ［北図鑑］キハダ １９

中田 〔編集後記〕 １９

早稲田大学大学院教育学研究科紀要
別冊

１３ １ 早稲田大学大学院教育学研
究科

上野昌之 アイヌ民族と教育権の保障についての考察 ２９３～３０３

北海学園大学 開発論集 ７６ 北海学園大学開発研究所 B５ １４９

岩崎まさみ ［研究ノート］社会影響評価の手法と二風谷ダムの事例 ８９～１０９

北方探究 ７ 北方懇話会 B５ ４５

豊原煕司、塚本浩司、
坂井通子

清里町札弦チャシ出土の擦文土器（北海道・東部） １３～２０

平山裕人 アイヌの蜂起とウカルの論理 ３４～４５

考古学研究会（編） 考古学研究 ５６ ２ 考古学研究会 B５

臼杵勲 北方社会と交易 ： オホーツク文化を中心に ４２～５２

北海道立アイヌ民族文化研
究センター（編）

アイヌ民族文化研究センターだより ２３ 北海道立アイヌ民族文化研
究センター

A４ ８

小川正人 「アイヌ文献目録 ２００３」について ３

公開している資料について （１） 音声・映像資料 ４～５

広報びらとり ５４８ 平取町役場 A４ １０

［町のひろば］第３６回チプサンケ、平取町二風谷フォーラム２００５ ４

国際公共政策研究 １０ １ １７ 大阪大学大学院国際公共政
策研究科

松井一博 ラムサール条約における参加型環境管理 １３９～１５９
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２００５年９月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

北星学園大学文学部 北星論集 ４３ １ ４４ 北星学園大学

阿部敏夫 北海道民話の研究（その３） 工藤梅次郎『アイヌ民話』の考察 ６５～７６

法政大学史学会（編） 法政史学 ６４ 法政大学史学会

坂田美奈子 出稼ぎ和人の語る「蝦夷人介抱」 ： １８世紀後半蝦夷地におけるアイヌ
-和人関係の実践

２０～３８

アイヌ文献目録 ２００５
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２００５年１０月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００５年１０月】

グラフ旭川 ３２２ グラフ旭川 B４ ７４

岡雅彦 アイヌの文化２３ カムイ・ユーカラを訪ねて ６１

強情なクマ神の話（４）

ボルカノ １０ ３ ３８ 道南政経 B５ ５８

岡村正吉 創作 岡村正吉自分史 ７ ５０～５３

観光会議ほっかいどう １５ じゃらん観光ビジネス研究
プロジェクト

A４ ２３

森雅人 北海道遺産シリーズ２ サケの文化 ２２

月刊染織 α ２９５ 染織と生活社

浜田裕木子、国立民族
学博物館 MCD プロジェ
クト

［染織文献データ BOX]９３ アイヌ・北方民族の染織と衣服（１） ６４

日本児童文学 ５１ ５ ５５９ 日本児童文学者協会（発
行）、小峰書店（発売）

A５ １１９

［新人登場］アイヌ民族の子どもの現在を描いて １０８

北海道のつり ３５ １０ ４１９ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．２６ Anyone ins’t ENIWA １０３～１０５

『飛礫』編集委員会（編） 飛礫 ４８ つぶて書房（発売：れん
が書房新社）

A５

白川せつ子 「アイヌ文化振興法」体制賛美の教科書に抗議する ： 扶桑社など三社
に謝罪と写真取り下げ要求

１１１～１１８

〔別海町郷土資料館〕 別海町郷土資料館だより ７５ 別海町郷土資料館 A４ ２

戸田峯雄 「加賀家文書」の調査・研究から その１９ ： 根室のアイヌの人たちが
見た箱館の街（「御目見付添日記」から）

考古学を学ぶ会（編） 考古学論集 ６ 歴文堂書房 B５ ２０３

三宅正裕 イヌを使ったサケ・マス漁 ： 木戸竹石筆『北海道土人獲鮭図襖』から
見たもの

１４１～１５４

浅井建爾 日本の地名雑学事典 日本実業出版社 B６ ２４４

北海道の地名はアイヌ語だらけ／北海道の地名に「内」や「別」が多いの
はなぜ？／主なアイヌ語地名／北海道の１４支庁の地名の由来

田中無格 蝦夷地に生きた近江商人 田中無格

田中無格 マシケ場所とアイヌ ８６～８７

日本地名研究所（編） 地名談話室 合併号 日本地名研究所 B５ １９２

日本地名研究所発行『全国地名研究交流誌 地名談話室』１～１９号及び「平
成の大合併」特集号の合本。各号にアイヌ語地名関係記事などあり。

豊村一矢 LERA・風 ３ 「LERA・風」事務局 B６ １１０

創作児童文学同人誌

とよむらいっし 〔創作〕カムイ親子 ６４～６８

上井澤ひろし 〔創作〕風の橋（三） ６８～１０７

木立大忍、木立真理、福田
茂夫

善光寺資料総目録 善光寺 B５ １１２

善光寺資料総目録刊行によせて／善光寺資料総目録／有珠善光寺の沿革と時代背景／善光寺歴代住職と事蹟／有珠地区関連の
編年表

おとなのいい旅北海道 ２００５年
秋号

リクルート北海道じゃらん A４ １３６

伊藤哲也（取材・文） アイヌ語地名をたどる 第３回 標津（シベツ） １１０

第４回 日露国際シンポジウム 北海学園大学 A４ ７４

１０月３～６日に開催されたシンポジウムの報告資料。

朝倉利光 B．ピウスツキーとサハリンアイヌ民族 １～４

朝倉利光 光学的方法による音声文化遺産探査・復元 ： B．ピウスツキーとサハリ
ンアイヌ民族

５～１０

岩崎まさみ 北方地域における環境・文化と先住民族 ： カナダと北海道の事例 ５７～５９

先住民族の１０年 News １１８ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

平野美幸、小林純子、
中村康利

「平取町・二風谷フォーラム２００５」に参加して（下） ８～１１

佐藤真起 関東におけるアイヌの生活文化伝承の地「カムイミンタラ」 ４～７
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２００５年１０月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

越田清和 新しいチセができました 川村カ子トアイヌ記念館 １３

時田則雄 野男の短歌流儀 本阿弥書店 B６ １６３

地名を旅する ６７

違星北斗の歌 １４９

アイヌ民謡を聞きながら １５３

善光寺２００年記念フォーラ
ム実行委員会

重要文化財蝦夷三官寺善光寺関係資料
図録

善光寺２００年記念フォーラ
ム実行委員会

A４ １０

藤岡信勝 教科書が教えない歴史３〔普及版〕 産経新聞社（発売：扶桑社） B６ ２７５

初版１９９７年。初出は『産経新聞』朝刊連載（１９９６年１１月１２日付～１９９７年３月２２日付のうち）

白川隆信 ユーカラを広めたアイヌの少女 ４１～４３

工藤雅樹 古代蝦夷の英雄時代 平凡社 １６．５×１１ ２９４

第１章 蝦夷アイヌ説と蝦夷日本人説をめぐって／第２章 「エミシ」から「エゾ」へ／第３章 北日本の古代文化／第４章
蝦夷の社会構造／第５章 蝦夷の後裔／平凡社ライブラリー判あとがき／解説 『古代蝦夷の英雄時代』に学ぶ（入間田宜夫）
平凡社ライブラリー。２０００年１１月新日本新書として刊行されたものを一部改訂。

入間田宣夫 解説 『古代蝦夷の英雄時代』に学ぶ ２８８～２９４

沙流川歴史館 沙流川歴史館だより １９ 沙流川歴史館 A４ ８

沙流川流域のいきものたち No．５ キタキツネ ２

よだん ３ 文友社出版 B５ ３６

松木新 アイヌを描いた文学 長見義三『アイヌの学校』 ２８

草の根福祉 ３７ 社会福祉研究センター B５ ２４１

遠藤宏、遠藤美津恵 アイヌ社会の文化と死生観 ： 序報 ７３～８８

谷中・根津・千駄木 谷根千工房 A５

[M の旅日記］知里幸恵と本郷森川町 １９～２３

北構保男（編） アイヌ民族・オホーツク文化関連研究
論文翻訳集

北地文化研究会 B５ １３７

シ ュ テ ル ン ベ ル グ
（著）、北構保男（訳）

アイヌ人におけるイナウ崇拝 １～２０

J．M．ディクソン（著）、
北構保男（訳）

対雁アイヌ人 ２１～３２

初出は『日本アジア協会雑誌』第１１巻

A．H．サベージ・ランド
ーア（著）、北 構 保 男

（訳）

ひとり蝦夷地を行く ： 釧路・根室・千島・北見の部 ３３～９１

B．フィッツフュー、V．
O．ショービン、手塚薫
ほか（著）、北構保男
（訳）

千島列島の考古学 ： 人類古生物地理学と北太平洋先史学の進展 ９２～１２７

別府春海、C．S．チャー
ド（著）、北構保男（訳）

オホーツク海の史前海洋文化 １２８～１５７

初出は『北海道考古学』第６輯（１９７０年）

市民文芸編集委員会（編） 市民文芸 ４５ 帯広市図書館 A５ ２９１

田口耕平 福永武彦論 封印と暗号 ： 隠された帯広体験 １４２～１５３

第４章「封印された作品「海からの声」」「アナグラムとしてのアイヌ語」などあり。

広報しずない ６９５ 静内町 A４ ２０

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： うせない ２０

山口敏（編） 日本の人類学文献選集 近代篇 第１
巻 坪井正五郎、F．S．モールスほか

A５

山口敏（編） 日本の人類学文献選集 近代篇 第２
巻 小金井良精

A５ ６０６

山口敏（編） 日本の人類学文献選集 近代篇 第３
巻 八木奘三郎、足立文太郎

A５ ６７９

山口敏（編） 日本の人類学文献選集 近代篇 第４
巻 鳥居龍蔵、濱田耕作、松村瞭（一）

A５ ６２２

山口敏（編） 日本の人類学文献選集 近代篇 第６
巻 長谷部言人（一）

A５ ５８４

山口敏（編） 日本の人類学文献選集 近代篇 第７
巻 長谷部言人（二）、清野謙次

A５ ５８４

山口敏（編） 日本の人類学文献選集 近代篇 第８
巻 昭和前期の研究者

A５ ５５４

アイヌ文献目録 ２００５
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２００５年１０月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

時事通信社 内外教育 ５６０４ 時事通信社

アイヌ伝統文化を実体験（１１） 北海道平取町立二風谷小学校 ８～９

真田信治、庄司博史 事典 日本の多言語社会 岩波書店 B６ ３９７

中川裕 アイヌ・アイヌ語 １６２～１６５

内藤千珠子 帝国と暗殺 ： ジェンダーから見る
近代日本のメディア編成

新曜社 B６ ４１２

内藤千珠子 植民地 １１９～１５８

同書第４章。構成：１北海道／２ アイヌ・病・女／３ 滅亡とあわれみ／４ 混血

企画展 西平ウメとトンコリ 展示案
内

アイヌ民族博物館 A４ １２

国際人権 １６ 国際人権法学会（発売：信
山社・大学図書）

B５ １７６

大塚康壽 ［資料］国際人権法主要文献目録

西片聡哉 ［資料］日本における国際人権訴訟主要判例一覧（３）

社会言語学 ５ 「社会言語学」刊行会 B５

東村岳史 「危機言語」調査をめぐる「危機」認識と表象 ： 「千島アイヌ語絶滅
の報告」に関する考察補遺

１～１２

Yay Yukar Park ５１ ヤイユーカラの森 B５ ４２

２００５夏のキャンプ／最近までの活動報告／初めてのヨーロッパ ４９回ピースボートの旅／［ごまめの歯ぎしり］選挙以後…／
西本願寺札幌別院・連続差別落書き事件のその後／麻生太郎総務大臣 小泉純一郎総理大臣への抗議・質問状

山本芳美 イレズミの世界 河出書房新社 B６ ３８３

アイヌにも及んだ規制 ２５９～２６１

シンポジウム＆公開講座報告集 アイ
ヌ文化研究の今� アイヌの歴史と物
語世界

札幌大学ペリフェリア・文
化研究所

A５変型 １６２

�シンポジウム／討論／�公開講座／資料（シンポジウム予稿集）
以下のシンポジウム、講座の各報告には、それぞれ討論、質疑応答もあり。

中川裕 アイヌ文学の基礎知識 ７～１８

佐々木利和 歴史資料としての口承文芸の可能性 １９～２８

榎森進 ユーカラの歴史性を考える ２９～３９

奥田統己 アイヌ文学から歴史をどう読みとるか ４０～５１

本田優子 アイヌの歴史と物語世界 ９・１９シンポジウムの紹介と解説 ８０～８１

本田優子 アイヌ口承文芸について ８２～９９

本田優子 英雄叙事詩と散文説話 １００～１２２

奥田統己 歴史研究とアイヌ口承文芸（１） １２３～１３６

奥田統己 歴史研究とアイヌ口承文芸（２） １３７～１５２

情報文化学研究 ４

八幡耕一 オルタナティブ・メディアの情報文化学的考察 ： アイヌ民族関連ラジ
オ放送の実態調査を事例として

７～１３

二風谷アイヌ語教室 広報紙 ８０ 平取町二風谷アイヌ語教室 B５ １０

鍋澤保（談） 紫雲古津でのイヨマンテ １～２

草薙美寿子（談） 訪問インタビュー 第７８回 ４～６

講義風景（２） ７

北方関係を主にした 弘南堂古書目第
４６号

弘南堂書店 B５ １９４

アイヌ文化振興・研究推進
機構（編）

平成１７年度アイヌ語ラジオ講座テキス
ト Vol．３

アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ ３２

講師菅原勝吉

国土交通省北海道開発局室
蘭開発建設部二風谷ダム管
理所（監修）

にぶたに湖周辺のいきものたち 国土交通省北海道開発局室
蘭開発建設部二風谷ダム管
理所

１７×１１ １５４

発行年月日記載なし。発行年月は発行時送り状の日付による。

全国保育問題研究協議会編
集委員会（編）

季刊 保育問題研究 ２１５ 新読書社

チカップ美恵子 特別講座 共生の道しるべ ： アイヌ民族の文化を創造する １８６～２０３
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２００５年１１月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００５年１１月】

文化情報 ２８３ 北海道文化財保護協会 B４ ４

アイヌ絵と思われる掛け軸の謎を追って 大津・十勝川学会でセミナー ４

FRONT １８ ２ ２０６ 財団法人リバーフロント整
備センター

A４ ６９

特集：アイヌが辿った水の道 北方交易の豊穣

児島恭子 アイヌ民族の交易の歴史 ４～７

交易品目録〔� 山丹人

▲

アイヌ

▲

和人 �アイヌ民族
▲

和人 �和人

▲

アイヌ民族

▲

山丹人 �アイヌ民族

▲

山丹人 �和人
▲

アイヌ民族〕
８～９、

１３、１５

相田潤、宮畑周平ほか 北大探検部の「勇払越え」追体験 ： アイヌ民族の交易路を辿る １０～１２

入松田倫子 昆布ロード譚 ： 北の海から琉球、そして清へ １４

〔編集部（構成）〕 北の宝船 交易船のかたち １６～１７

アシリ・レラ 川と暮らす ： アイヌ民族の祈り １８

グラフ旭川 ３２３ グラフ旭川 B４ ７０

岡雅彦 アイヌの文化２４ カムイ・ユーカラを訪ねて ５９

鼻長ネズミが語った話

月刊染織 α ２９６ 染織と生活社

浜田裕木子、国立民族
学博物館 MCD プロジェ
クト

［染織文献データ BOX]９４ アイヌ・北方民族の染織と衣服（２） ６４

北海道のつり ３５ １１ ４２０ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．２７ 道内６ヶ所…１１月登録目指す １０３～１０５

〔別海町郷土資料館〕 別海町郷土資料館だより ７６ 別海町郷土資料館 A４ ２

戸田峯雄 「加賀家文書」の調査・研究から その２０

吉良平治郎研究会（編） アイヌ逓送人 吉良平治郎研究資料集
成

釧路アイヌ文化懇話会 B５ ２０１

北海道立文学館、北海道文
学館

ガイド 北海道の文学 北海道立文学館、北海道文
学館

A４ ４０

北海道の小説・評論／アイヌ民族の文学／北海道の詩／北海道の短歌／北海道の俳句／北海道の川柳／北海道の児童文学／北海
道文学史略年表／フォトガイド 北海道の文学／データベース 北海道の文学碑

知里むつみ アイヌ民族の文学 １０～１１

知里森舎通信 １６ 知里森舎 B５ １２

STV ラジオ ほっかいどう百年物語 第６集 中西出版 B６ ４４２

田上義也 ： 北方建築の基礎を創った情熱の建築家 ３１～４３

永久保秀二郎 ： アイヌ教育に生涯を捧げた教育者 ２３５～２４６

第９回アイヌ語弁論大会プログラム
イタカン ロー アイヌ語で話しまし
ょう

アイヌ文化振興・研究推進
機構

A４ １５３

発行年月日記載なし。ここでは開催日（１１月１２日）による。

先住民族の１０年 News １１９ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

川上竜也 北海道の最東端での慰霊祭 ノッカマップ・イチャルパ参加記 ４～５

黒田秀之 アイヌ民族の写真が無断掲載された教科書をめぐって ８～１１

編集部 いつまでつづく「単一民族」発言 北海道ウタリ協会が抗議文を送付 １２～１３

とどまつ ２８ ５１ 北海道開拓記念館・開拓の
村文化振興会

B５ ３６

回想 ロシア民族学博物館アイヌ資料展 １

北海道開拓記念館第６０回特別展を紹介。

中村齋 白夜の下にアイヌ民族の未来を見つけた ３

巻頭エッセイ

よだん ４ 文友社出版 B５ ３６

松木新 アイヌを描いた文学 山中峯太郎『コタンの娘』 ２７

文芸春秋 ８３ １４ 文芸春秋 B５ ２１６

特別版（１１月臨時増刊号）特集テーマ「最後の一冊 死ぬ前に読みたい本」

永江朗 『アイヌ叙事詩 ユーカラ』金田一京助採録並に訳 １８２～１８３

谷口一弘（編） 『北海道教育新聞』『北海教育評論』
総目次・索引

北海道出版企画センター A５ ４４１

アイヌ文献目録 ２００５
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編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

北海道開拓記念館（編） 北海道開拓記念館だより ３５ ３ １８９ 北海道開拓記念館 A４ ８

田村将人 〔表紙写真解説〕樺太島漁場実測図 １

帯広叢書編集委員会（編） 虻田第二尋常小学校同窓会資料 ２ 帯広叢書編集委員会 B５ ２５０

口絵写真／１ 文書綴１−４（虻田第二尋常小学校同窓会）／２ 出現語彙一覧／あとがき／３ 原資料／

地名 ２２ 宮城県地名研究会 A５ １０８

西成辰雄 縄文語のことなど １２～１４

松橋由雄 地名「廿一」について １５～２５

笹原剛 菜切谷の地名 ５９～７３

広報しずない ６９６ 静内町 A４ ２４

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： ふかに ２４

週刊金曜日 ５９７ 金曜日 B５変型

田中伸尚 復刻版出版の控訴審結審 ： アイヌ民族の人格権侵害事件の真相 ２４～２７

土井全二郎 義経伝説をつくった男 光人社 B６ ２６９

アイヌ救育に九年 １２８～１６７

小谷部全一郎評伝。

圓尾公佑（編） １００％ムネオマガジン イースト・プレス A５ １７５

魚住昭 ムネオ新党の可能性 ９８～１０４

多原香里（編集部・取
材）

アイヌ民族の立場から １６０～１６７

アイヌ語地名研究会会報 ２５ アイヌ語地名研究会 B５ ８

『地名アイヌ語辞典』の第２回勉強会が終わる １～４

宮崎耕太 アイヌ語地名が大好きです……どうぞよろしく〔新入会員自己紹介〕 ５

「アイヌ語地名の近現代史に関するノート」の紹介 ５～６

二風谷アイヌ語教室 広報紙 ８１ 平取町二風谷アイヌ語教室 B５ １０

川奈野惣七（談） イオル再生事業の行方 １～２

南みどり（談） 訪問インタビュー 第７９回 ４～６

講義風景（３） ７

鍋澤保氏による「ウパシクマ」

部落解放・人権図書目録 ２００６年版 ２３ 部落解放・人権図書目録刊
行会

A５ １３３

アイヌ問題 ９０～９２

萱野茂 イヨマンテの花矢 続・アイヌの碑 朝日新聞社 B６ ２２１

イヨマンテの花矢／二風谷小学校を残す／木彫りとの出会い／民具とともに五十年／ユカラとウウェペケレ／アイヌ研究と学者
たち／船下ろし祭りと違法ダム／たった二人の反乱／二つになったアイヌ資料館／葬式はアイヌプリで／思いもかけなかった
立候補／当選前夜のカムイイタクテ／アイヌ語が国会に響く／議員生活雑録／わたしの旅と先住民族／あとがき

苫小牧駒澤大学（編） 苫小牧駒澤大学紀要 １４ 苫小牧駒澤大学 A５ １３６

植木哲也 児玉作左衛門のアイヌ頭骨発掘（１） 背景と概要 １～２８

国際経済研究センター
（編）

国際経済研究 ２８１ 国際経済研究センター

高瀬浄 呪われる現代世界と問われる文明 ： ケルト文化とアイヌ社会の古層に
よせて

１～１２
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２００５年１２月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００５年１２月】

グラフ旭川 ３２４ グラフ旭川 B４ ７０

岡雅彦 アイヌの文化２５ カムイ・ユーカラを訪ねて ５７

ウサギのエカシ（お爺さん）が語った話（１）

ジュリスト １３０２ 有斐閣 B５ １７６

吉田邦彦 アイヌ民族の民法問題 ： 所有権の問題を中心として（上） ６２～７１

セーヴェル ２２ ハルビン・ウラジオストッ
クを語る会

B５ ８８

青柳千子 千島列島へのロシア人南下と千島アイヌ２ ３１～３９

メディアあさひかわ １５２ メディアあさひかわ B５ １７３

［メディアアイ］吹き荒れる民芸品不況、トミヤ郷土民芸社が近文工場を
閉鎖

４０

広報おびひろ ９７９ 帯広市企画部広報課 A４ ２０

内田祐一（写真・文） アイヌの人々の生活１０９ 葉っぱのアイヌ語名 ２０

山形方言 ３７ 山形方言研究会

宗田實 山形方言と日本語の祖先 ： アイヌ語的語彙を通してかいま見る ３３～３７

北海道のつり ３５ １２ ４２１ 水交社 B５変型 １４６

榊原正文 「ほいど」渓師のアイヌ語紀行 Vol．２８ 冬季五輪から三十余年!! １０３～１０５

北海道方言研究会会報 ８１ 北海道方言研究会 B５ １０９

三橋誠之 地名藻岩・遠軽・五十嵐の謎 ： 地名藻岩・遠軽・五十嵐の語源につい
て

２５～２８

第１６３回例会発表資料（２００５年６月１２日）。

小野米一 アイヌに関する国語教科書教材 ６０～８０

第１６５回例会発表資料（２００５年１１月１３日）。

〔別海町郷土資料館〕 別海町郷土資料館だより ７７ 別海町郷土資料館 A４ ２

戸田峯雄 「加賀家文書」の調査・研究から その２１

小畑弘己（編） 極東先史時代の穀物 熊本大学埋蔵文化財調査室 A４ １３８

日本学術振興会平成１６年度科学研究費補助金（基盤研究 B−２）「雑穀資料からみた極東地域における農耕受容と拡散過程の
実証的研究」中間研究発表会論文集

山田悟郎 北海道の遺跡から出土した栽培植物 ４９～６８

ビジュアル・ワイド 明治時代館 小学館 B４変型 ６０６

塩出浩之 樺太・千島交換条約と北海道の開拓 １４０～１４１

「アイヌ困窮を招いた政策」との項目のほか関係写真など掲載。

塩出浩之 南樺太の領有 ５０８～５０９

地名談話室 ２０ 日本地名研究所 B４ １０

太宰幸子 アイヌ語地名「オサナイ」の確認 ２

山本修平 釧路地方のアイヌ語地名について ８

先住民族の１０年 News １２０ 先住民族の１０年市民連絡会 B５ ２０

上村英明 単一民族国民国家発言・２００５をどう考えるべきか ２～３

上森奈穂美 アイヌ民族と歩む「共生の学び」をつくりだすために ６～７

よだん ５ 文友社出版 B５ ３６

松木新 アイヌを描いた文学 菊田一夫『リラの花忘れじ』 ２４

アイヌ語地名研究会（編） アイヌ語地名研究 ８ アイヌ語地名研究会 B５ １８５

尾崎功 知床半島のアイヌ語地名 ： 知床・世界自然遺産登録記念 １～２０

戸辺千春 十勝湖沼群海岸夏、松浦武四郎に習い歩む ２１～３４

井口利夫 試論・「モイワ」考 ： 全道の地形図に「モイワ」を探す ３５～５４

平隆一 空知における tapkop 地名 ５５～７４

末尾に「参考 A 栗山町イタイベツ川の「シユマアンチ」」「参考 B 美唄の地名「我路」がアイヌ語「カル（凹凸
ある）」由来説の検討」あり。

榊原正文 アイヌ語地名三題 ７５～８２

池田実 胆振の旧道を訪ねる １ ８３～１０４

伊藤せいち 貫気別川筋のアイヌ語地名 １０５～１１７

横平弘 難読アイヌ語地名を考える ： 「弟子屈」と「手師学」を事例として １１９～１２１

清水清次郎 本州の「舞台」地名の語源はアイヌ語プトか（その２） ： 中部地方の
舞台地名とその立体地形

１２３～１４２

高木崇世芝 『東蝦夷地屏風』と『東蝦夷地名考』 １４３～１５２

アイヌ文献目録 ２００５
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佐藤知己 アイヌ語地名と言語学 １５３～１８０

第９回アイヌ語地名研究会（２００５年６月９日）における講演に基づくもの。

鳴海日出志 ［談話室］言語漫談 １８１～１８２

山田幸一 北海道の重大事件史 寿郎社 A５ ２９０

山田幸一 北方領土海域での日ソ合弁事業 ： ウタリ共同事件 ２１５～２１６

山田幸一 民族の共有財産のゆくえ ： アイヌ民族共有財産訴訟 ９７～９８

ジュリスト １３０３ 有斐閣 B５ ２００

吉田邦彦 アイヌ民族の民法問題 ： 所有権の問題を中心として（下） ４８～６２

週刊金曜日 ５８６ 金曜日 B５変型

平田剛士 ［金曜アンテナ］最高裁はアイヌ民族の声を聞け！ ４

北海道立北方民族博物館
（編）

北方民族博物館だより ５９ 北海道立北方民族博物館 A４ １２

斎藤玲子 第２０回特別展 アイヌと北の民族植物学 たべる・のむ・うむ ２

特別展関連講演会 草木のいのりを食す ３

山岸喬「アイヌの植物利用 ： 近隣民族との類似点」

親子講習会 ウバユリからでんぷんを採ろう ４

アットウシ織り体験とキナ織り体験 ４～５

北の文化・体験スクール 山の幸を使ったアイヌ料理 ５

モーリー １３ 北海道新聞社 B５ １２０

特集：ヒグマ考 陸の王者の博物誌

萱野茂 クマ送り ２６～３０

萱野志朗 食べ物としてのクマ ３１～３３

木村盛武 熊皮と故事 ３４～３８

宇田川洋 増補改訂 アイヌ伝承と砦 北海道出版企画センター 新書 ２７３

北方新書００７。同社から１９８１年に発行した単行本の増補改訂版。本文の増補改訂のほか、「増補版に当たって」を加える。

けーし風 ４９ 新沖縄フォーラム刊行会議 A５ ７４

竹内渉 ［北の風南の風］キムンウタリ（南北）の塔イチャルパ（供養祭） ６２～６３

文芸にいかっぷ ２３ 新冠文芸協会 A５ １４７

狩野義美 古川足（アシンノカル）の生涯（その二） １１０～１１６

史学会（編） 史学雑誌 １１４ １２ 史学会 A５

熊木俊朗 アイヌ史における文献史学と考古学の役割 ２０７１～
２０７２史学会第１０３回大会考古学部会（「蝦夷地と琉球 考古学的・文献史学的比較研究の可能性を探る」）報告

新谷尚紀、関沢まゆみ（編） 民俗小事典 死と葬送 吉川弘文館 B６ ４２３

藤村久和 カソマンテ １３６～１３７

藤村久和 チシナオッ １３７

藤村久和 シンヌラッパ ３１０～３１１

辛淑玉（監修）、人材育成
技術研究所（編）

クイズウルトラ人権１００問 解放出版社 B５ ２２５

問題１ 日本は単一民族である。／問題２ ウコチャランケとはアイヌ語で「戦う」ということである。
目次のタイトルは、それぞれ「日本は単一民族？多民族？」「アイヌのことば」。

川村湊（編） 津島佑子 鼎書房 A５ １５７

現代女性作家読本３

梅澤亜由美 『「私」』 ： 口承文芸と現代小説との融合 １３２～１３５

『私』は１９９５年新潮社刊。

北海道立図書館北方資料部
（編）

北の資料 １１６ 北海道立図書館 A４ ７３

北海道立図書館プランゲ文庫新聞目録（「アイヌ新聞」集録あり）。

Arctic Circle（アークティック・
サークル）

５７ 北方文化振興会 B５ ２０

R ［北図鑑］テンキグサ（ハマニンニク） １９

星護俊 コレクションの系譜１５ 毛利総七郎コレクション １２～１３

北海学園大学学芸員課程学事報告書 １０ 北海学園大学学芸員課程 B５ ２４７

千葉綾子 アイヌ語由来の地名 ： 古平町 ３５～３９

花輪陽平、藤村久和 葛野辰次郎翁が綴ったアイヌ文化資料の翻刻（ノート No．３） ５６～２４７

北海学園大学学芸員課程学事報告書 １１ 北海学園大学学芸員課程 B５ ２４９

花輪陽平、藤村久和 知里真志保フィールドノート（５）、（１１）への補注 ４７～１２１

藤村久和 『蝦夷国夜話』及び、『蝦夷国私記』の翻刻 １２２～２４８
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２００５年１２月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

前田菜穂子 ヒグマが育てる森 岩波書店 B６ ２１３

はじめに／第１章 山の神 ： キムンカムイと萱野茂さん／第２章 クマ絶滅の近代史／第３章 私たちの挑戦（「アイヌの
伝統猟師たち」などの項あり）／第４章 ベアパーソン ： 野生との共生に向けて／第５章 ヒグマが育てる森／おわりに／
資料（「ヒグマの関係機関」など）

清水恵 函館・ロシア その交流の軌跡 函館日ロ交流史研究会 B６

清水恵 覚書・モイセイ馬場脩の生涯 ： 北方民族研究に捧げた人生 ４３～６４

初出は『地域史研究はこだて』３１号（２０００年）

コブタン ２６ コブタン文学会 A５ ９５

須田茂 違星北斗と鳩沢佐美夫 ２～７

須貝光夫 鳩沢佐美夫がかかわった三つの同人誌（上） 鳩沢佐美夫と日高文学 ８～３２

観光会議ほっかいどう １６ じゃらん観光ビジネス研究
プロジェクト

A４ ２３

佐藤理香 食文化を発信! アイヌ伝統食材による創作会席 札幌グランドホテル和
食料理長 今平博志さん

２３

広報しずない ６９７ 静内町 A４ ２０

アイヌ民俗資料館 地名の語源探訪 ： さめ ２０

奈良文化財研究所（編） 日本の考古学 下巻 学生社 B５

藤本強 北と南の考古学 ： 北海道と琉球諸島 ６６６～６７３

ページは上巻からの通し番号。

中西裕（編）、深井人詩（監
修）

書誌年鑑 ２００５ 日外アソシエーツ A５

アイヌ史『アイヌ史新聞年表 「小樽新聞」（明治）編』（河野本道）國學
院大学コミュニティカレッジセンター

読売新聞社大阪本社（編） モノ語り日本史 続・歴史のかたち 淡交社 A５ ２１４

小林健 蝦夷の族長・アテルイ 悪路王の首像をみる １６４～１６８

初出は『読売新聞』夕刊連載

宮本常一 辺境を歩いた人々 河出書房新社 B６ ２２６

底本は『さえら伝記ライブラリー１４』（さえら書房、１９６６年）

宮本常一 近藤重蔵 １１～５５

宮本常一 松浦武四郎 ５７～９０

富川盛道 ダトーガ民族誌 ： 東アフリカ牧畜
社会の地域人類学的研究

弘文堂 A５ ４２９

日野俊也 富川盛道の『ダトーガ民族誌』について ３９７～４１４

「富川盛道博士の生涯」の項あり。

キリスト教学 ４７ 立教大学キリスト教学会

西原廉太 ［書評］山口陽一ほか著『アイヌ伝道等をめぐって 日本宣教師の光と影』 ２５９～２６２

サッポロ堂古書目３０ 北海道文献目録
２００５

サッポロ堂書店 B５ ２４６

とかちエテケカンパの会だより ２００５
年度

とかちエテケカンパの会 B５ １３

専修大学北海道短期大学
（編）

専修大学北海道短期大学紀要 ３８ 専修大学北海道短期大学

魚井一由、廣田徹 『M．M．ドブラトヴォールスキー著アイヌ語ロシア語辞典』に関する一私考
（５）da～itanki その語彙・例文と石狩川流域を中心としたアイヌ語との
比較

１５９～１９６

北海道埋蔵文化財センター
（編）

オルイカ２遺跡２ 北海道埋蔵文化財セ
ンター調査報告書 第２２１集

北海道埋蔵文化財センター A４

アイヌ文献目録 ２００５
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２００５年 発行月記載なし

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【発行月記載なし】

法学会誌 ５５ 明治大学法学会

大塚みやま 先住民族の権利とアイヌについて ９５～１２５

環境社会学会編集委員会
（編）

環境社会学研究 １１ 環境社会学研究

細川弘明 異文化が問う正当と伝統 ： 先住民族の自然観を手がかりに環境正義の
地平を広げるための試論

５２～６９

九州大学大学院芸術工学研
究院『芸術工学研究』編集
委員会（編）

芸術工学研究 ３ 九州大学大学院芸術工学研
究院

板橋義三 アイヌ語の人称接辞体系の形成について １～１９

杉山女学園大学研究論集編
集委員会（編）

椙山女学園大学研究論集 社会科学篇 ３６ 椙山女学園大学

上田伝明 アイヌ民族の現状と課題（１） １～１１

帯広二建会創立５０周年編集
委員会（編）

帯広二建会創立５０周年記念出版 トカ
プチ ： 十勝アイヌ語地名

帯広二建会創立５０周年編集
委員会

A４ ２０

１ 北海道の地名／２ アイヌ語の地名／３ 十勝のアイヌ語地名／添付地図１枚

國田修司 北に、生きる心むすんで ： 民族歌
舞団こぶし座４０年の歩みと作品

民族歌舞団こぶし座 A５ ４３５

小学生のための作品 マリモ伝説『マリモになった娘』台本 ３３１～３３７

アイヌ・ネノ・アン・アイヌ ３６３～４２５

平成１６年度 財団の活動 財団法人アイヌ文化振興・
研究推進機構

A４

財団設立の経緯／財団の目的・組織等／１年間の歩み／理事会・評議会及び各委員会の開催状況／事業実施体系／平成１６年度財
団事業の実施状況
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２００4 補遺 １～３月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【２００４ 補遺】

【１月】

サライ １６ １ ３５１ 小学館 A４ １９０

今津良一（取材・文） ［サライ・インタビュー］伊福部昭 作曲家・８９歳 １４～１８

山崎朋子、上笙一郎（編） アジア女性交流史研究 港の人 B５ ７１０

岡本頼子 底辺女性の証言１ アイヌ女性として ４６０～４６４

初出は『アジア女性交流史研究』第１２号（１９７２年１１月）

山崎朋子 岡本さんのこと ４６４

山崎朋子 葛野さんの仕事 ６９０

葛野辰次郎を紹介。初出は『アジア女性交流史研究』第１８号（１９７７年２月）

岡本頼子 葛野辰次郎さんのこと ６９１

初出は『アジア女性交流史研究』第１８号（１９７７年２月）

葛野辰次郎 生長語り ６９２～６９３

初出は『アジア女性交流史研究』第１８号（１９７７年２月）

葛野辰次郎（伝承、筆
録、訳）

アイヌ・ユーカラ その１ 天界の神様と人間祖先の伝説語り ６９３～７０３

初出は『アジア女性交流史研究』第１８号（１９７７年２月）

【２月】

知里森舎通信 １１ 知里森舎 A４ ９

美術ペン １１１ 北海道美術ペンクラブ A４

川上實 「エコミュージアム オサシマセンター」アトリエ３モア １２

森竹竹市研究会（編） 森竹竹市遺稿集 ウウェペケレ 森竹竹市研究会 A４ １０６

【３月】

長谷川成一 弘前藩 吉川弘文館 B６ ２９８

日本歴史叢書

大津十勝川研究 ２ 大津・十勝川学会 A４ ４６

阿部富貴男 渋江長泊著『東游奇勝』について ４６～４１

新豊浦町史編纂委員会
（編）

新 豊浦町史 豊浦町 B５ ５４１

文化財 ４３９～４４７

町指定文化財アイヌ祭具一式（佐茂家）、町指定文化財カムイチャシ遺跡など。

環オホーツク １１ 北の文化シンポジウム実行
委員会

B５ ７２

中村和之 蝦夷錦と北方の交易 １５～２７

岡田育子 アイヌ文化伝承と地域の理解 ３５～３８

北原次郎太 木幣の分類について ３９～５４

東俊佑 近世後期カラフト探検と北東アジア情報 ： 間宮林蔵観の変遷を中心に ５５～６４

佐々木利和 講評 ６５～６７

佐々木亨（編） ミュージアムのアイヌ文化展示におけ
る事前・形成的評価の実験的導入に関
する研究

北海道大学大学院文学研究
科佐々木研究室

A４ １６５

平成１３～１５年度科学研究費補助金研究成果報告書。

アイヌ文化に関する博物館展示の事前・事後評価 ５～９１

部 落 解 放・人 権 研 究 所
（編）

人権年鑑２００３ 部落解放・人権研究所 A５ ３３８

竹内渉 アイヌ民族 ４６～４９

北海道開発協会（編） 北見河川事務所３０年史 北海道開発局網走開発建設
部北見河川事務所

A４ ３３１

吉嶺茂樹 アイヌの人びとと和人の定着 ４４～４７

民俗芸能学会 民俗芸能研
究文献目録編集委員会
（編）

民俗芸能研究文献目録 岩田書院 A４ ４１３

北海道・単行本 １４～１６

北海道・論文 １３～１４

アイヌ文献目録 ２００５
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２００4 補遺 ４～９月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

【４月】

稲田浩二（編集代表） 世界昔話ハンドブック 三省堂 A５ ３０３

福嶌志 フクロウ神の村めぐり ３３～３４

稲田浩二 炉縁の化け ３４、３６

稲田浩二 日本の昔話 ２０６～２０７

内山敏文（編） 十勝人 心の旅 １ 新得・上士幌・
足寄・陸別

帯広信用金庫

アイヌの窮状 ８６～８８

他にも関係記事あり。

【５月】

イーストサイド ９ バルク・カンパニー A４ ８８

斎藤敬子 まちむら探訪記 第３回 音威子府「北海道命名の村」 ２５～２７

宮地裕、甲斐睦朗（編） 日本語あれこれ事典 明治書院 B６ ３４８

小野米一 北海道にはもともとアイヌが住んでいたそうですが、方言はどうやってで
きたのですか？

２９４～２９５

村崎恭子 アイヌ語は日本語の親戚なの？ ２９５～２９８

秋田の地名 ３８ 秋田地名研究会 A４ ４

新谷正隆 北秋田郡比内町のアイヌ語系地名 ２～３

【６月】

まんだら ２０ 東北芸術工科大学東北文化
研究センター

B５ ４０

杉崎満寿夫 仕掛け弓と稗 ： 菅江真澄の道を行く旅から ３３～３４

空知地方史研究 ３８ 空知地方史研究協議会 A４ ４２

杉山四郎 武四郎碑に刻まれたアイヌ民族 ７～１０

「同和」推進フォーラム ３９ 真宗大谷派同和推進本部 B５ ２０

アイヌ民族共有財産訴訟 最高裁での闘いに注目を １５～１６

桑原康彰 北海道の動物記 観察記録編 新生出版（発売：ディーデ
ィーエヌ）

B６ １９７

ヒグマに出会った時の対処法 １８３～１９７

「先輩やアイヌ人の助言」の項あり。

【７月】

北海学園大学学報 ５７ 北海学園大学 A３ ８

朝倉利光 ろう管レコードに吹き込んだ人々 ３ 流浪の人類学者の録音（１） ブロニ
スワフ・ピウスツキ

３

【８月】

米田綱路（編） 抵抗者たち ： 証言・戦後史の現場
から

講談社 B６ ２８９

北原きよ子 差別でなく、区別を求めて １８６～２１５

前田速夫 余多歩き 菊池山哉の人と学問 晶文社 B５ ３６６

蝦夷とアイヌ ２２５～２３３

藤井貞和 物語理論講義 東京大学出版会 A５ ２３６

アイヌ語という物語の言語 １２０～１３１

【９月】

北海道新聞社（編） 北の匠… 息づく伝統技術 北海道新聞社 B５変型 １６１

アツシ織り 遠山サキ ４０～４５

上村英明（監修） グローバル時代の先住民族 ： 「先
住民族の１０年」とは何だったのか

法律文化社 A５ ２９９

下記の論文のほか「資料」として関係法律あり。

阿部ユポ アイヌ民族の復権運動 ３９～５０

長谷川由希 WGIP から見えてきたアイヌ民族の成果と課題 ５０～５８

小林純子 NGO 活動を通して先住民族の１０年を振り返る ６８～７５
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２００4 補遺 ９～１２月

編著者（単行本・雑誌・所収書） 表題（単行本・雑誌・所収書） 巻 号 通巻 発行者 判型 ページ

上村英明 「先住民族の国際１０年」が生み出した希望、現実、そして幻想 ： 日本
から次の１０年における権利回復運動の可能性をみる

２２９～２４９

歴史教育者協議会（編） 東アジア世界と日本 青木書店 A５ ２７０

篠塚明彦 オホーツクとアイヌ文化の成立 ５２～５５

平井敦子 上方の米穀は蝦夷地でとれる？ 松前藩とアイヌ民族 ９０～９４

平井敦子 南下するロシア、北を向く幕府 １０３～１０６

平井敦子 近代日本と北海道 １１６～１１９

【１０月】

北海学園大学学報 ５８ 北海学園大学 A３ ８

朝倉利光 ろう管レコードに吹き込んだ人々 ４ 流浪の人類学者の録音（２） ブロニ
スワフ・ピウスツキ

４

イーストサイド １０ バルク・カンパニー A４ ８８

斎藤敬子 ［北海道の本の紹介］会いたいけれど遭いたくないヒグマの手引書 クマ
に会ったらどうするか 姉崎等・片山龍峯著

４３

斎藤敬子 ［話のクリップ］コトバを知ろうとする意識 ４４

山本敬介 二風谷の和人がつくるアイヌ民具の「高野民芸」 ７６～７８

北海道開発局石狩川開発建
設部（監修）、石狩川振興財
団（編）

石狩川舟運史 石狩川振興財団 A４ １１３

丸木舟を利用したアイヌの人々 ４

対雁の状況 １７～１８

【１１月】

童夢（編） FRONT １６ ２ １８２ リバーフロント整備センター A４ ７５

塘路湖の貴重な恵み・ペカンペ ３４

斎藤夕子（取材・文）、
大西成利（写真）

アト°イさん アイヌ詞曲舞踊団「モシリ」ミュージック・デザイナー ３８～３９

真澄学 １ 東北芸術工科大学東北文化
研究センター

A５ ３２０

今石みぎわ 真澄に「削りかけ」研究の今後をさぐる ２１０～２２５

菊池勇夫 菅江真澄から近世史をさぐる１ 鯡漁に生きる人々 ： 渡島半島西海岸
の旅

３００～３１９

部落解放・人権政策確立要
求中央実行委員会（編）

全国のあいつぐ差別事件 ２００４年版 解放出版社（発売） A５ １５５

札幌市内寺院における差別落書き事件 １４６

初出は『解放新聞 広島県版』

スロウ ２ クナウマガジン A４ １８４

トゥイタキ「オタスウンクル」 ９４

地名 ２０ 宮城地名研究会 A５ １１５

太宰幸子 津軽半島における�村の存在（�） １６～３７

部落解放・人権図書目録 ２００５年版 ２２ 部落解放・人権図書目録刊
行会

A５ １４０

人権 ９６～９８

【１２月】

セーヴェル ２０ ハルビン・ウラジオストッ
クを語る会

B５ ８２

青柳千子 １９世紀初頭の千島住民 ： ゴロウニンの航海日誌より ６１～６８

下村五三夫 アイヌ発声口琴習俗の研究 A４ １８６

財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構助成出版。

北海学園大学学報 ５９ 北海学園大学 A３ ８

朝倉利光 ろう管レコードに吹き込んだ人々 ５ 在野の言語学者の録音 北里闌 ４

小松和彦、田中雅一ほか
（編）

文化人類学文献事典 弘文堂 A５ １０４０

関係項目あり。書名、主題、事項別の索引のほか、民族・語族・エスニックグループ名の索引あり。
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しゃりばり ２７５ 北海道総合研究調査会 B５ ７８

橋本努 「自由」で「不自由」な社会を読み解く １０ アイヌ共有財産問題を考え
る

６０～６１

【発行月記載なし】

トークバザール ６６ 帯広信用金庫経営企画部 A４ １５

ムックリ奏者安東ウメ子の世界 ムックリ奏者安東ウメ子さん＋北海道ウ
タリ協会幕別支部顧問小助川勝義さん

３～５

偶然が気付かせてくれた、自分の生まれを大切に思う心 上野さださん ６～７

帯広カムイトゥウポポ保存会 十勝アイヌに伝わる伝統芸能を未来へ ７

北海道女性団体連絡協議会
（編）

第５５回北海道女性大会集録 北海道女性団体連絡協議会 A４ ３９

大島直行 遥かなる縄文 ： 日本文化、そしてアイヌ文化の源流をさぐる ９～２８

大会記念講演記録。
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